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第 1章
問題 と目的
現 在 、 特 別 支 援 学 校 や 特 別 支 援 学 級 に 在 籍 して い る幼 児 児 童 生
徒 が 増 加 傾 向 に あ り、 通 級 に よ る 指 導 を 受 け て い る児 童 生 徒 も 平
成 5年度 の 制 度 開 始 以 降 増 力日して き て い る。 ま た 、 平 成 24年に
文 部 科 学 省 が 実 施 した 調 査 「通 常 の 学 級 に在 籍 す る発 達 障 害 の 可
育ヒ性 の あ る 特 別 な 教 育 的 支 援 を 必 要 とす る 児 童 生 徒 に 関 す る 調
査 結 果 」 で は 、 学 習 面 や 生 活 面 等 で の 特 別 な 教 育 的 支 援 を 必 要 と
す る児 童 生 徒 数 が 、6.5%程度 の 割 合 で 、通 常 学 級 に 在 籍 して い る
可 能 性 を 示 され た 。
近 年 、 小 。中 学 校 に お い て 、 通 常 学 級 に 在 籍 して い る発 達 障 害
等 の 可 能 性 を 有 す る 児 童 生 徒 に 対 す る 適 切 な 指 導 及 び 支 援 が 喫
緊 の 課 題 と な つ て い る な か 、 特 別 支 援 学 級 に 在 籍 す る児 童 生 徒 や
通 級 に よ る指 導 の 対 象 と な つ て い る児 童 生 徒 に つ い て も 、 関 係 す
る 各 機 関 と連 携 し た 適 切 な 対 応 が 求 め られ て い る と述 べ て い る
(中央 教 育 審 議 会,平成 17年)。
文 部 科 学 省 特 別 支 援 教 育 資 料 (平成 25年度)によ る と、 平 成
15年の 小 学 校 特 別 支 援 学 級 は 21,384学級 で あ う た の に 対 し、 平
成 25年で は 34,133学級 と、 こ こ 10年で 約 1.6倍に 増 加 し、 毎
年 1,000学級 以 上 の 特 別 支 援 学 級 が 新 設 され て い る 現 状 が あ る。
ま た 、 通 級 に よ る 指 導 を 受 け て い る 児 童 生 徒 数 も 平 成 15年の
32,722名か ら平 成 25年ま で の 10年で 70,924名と 2倍以 上 増 加
して き て い る現 状 が あ る よ うで あ る。
特 別 支 援 学 級 に は 、 全 て の 時 間 を 特 別 支 援 学 級 で 過 ご し、 教 育
を 受 け る必 要 の あ る児 童 生 徒 が い る一 方 で 、 相 当 の 時 間 を 通 常 学
級 で 交 流 教 育 と い う形 で 通 常 学 級 に 在 籍 す る 児 童 と共 に 過 ご す
こ とが 可 能 な 児 童 も み られ 、 そ の 実 態 は 、 児 童 生 徒 の 障 害 の 種 類
や 程 度 に 応 じて 様 々 な 状 況 が あ る よ うだ 。 ま た 、 特 別 支 援 学 級 を
担 当 す る 教 員 は 、 特 別 支 援 学 級 に 在 籍 す る 児 童 べ の 指 導 に 加 え 、
通 常 の 学 級 に 在 籍 す る 障 害 の あ る 児 童 に 対 す る 通 級 指 導 と類 似
した 支 援 や 、 通 常 学 級 を 担 当 す る教 員 に 対 す る相 談 業 務 な ど を行
つ て い る例 も 見 られ る 一 方 で 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 十 分 な 専 門
性 を 有 しな い 教 員 が 配 置 され る な ど、 必 ず し も効 果 的 に 活 用 され
て い な い 例 も 見 られ る こ と が あ る よ うで あ る (中央 教 育 審 議 会 ,
平 成 17年)。
特 別 支 援 学 級 の 教 育 課 程 は 、 基 本 的 に く 小 学 校 及 び 中 学 校 の 学
習 指 導 要 領 に よ る こ と に な る が 、 障 害 の 程 度 に応 じた 教 育 を行 う
為 、 必 要 が あ る場 合 に は 、 特 別 支 援 学 校 指 導 要 領 を 参 考 と した 特
別 の 教 育 課 程 を編 成 す る こ とが で き る と され て い る (特殊 教 育 の
改 善 ・ 充 実 に 関 す る調 査 研 究 協 力 者 会 議,平成 9年)。 しか し、
通 常 学 校 に 勤 務 す る教 員 の 場 合 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 専 門 性 が
乏 しい 者 も お り、 十 分 な 教 育 課 程 を 編 成 す る こ と に 難 し さ も あ る
と考 え る。 |
特 別 支 援 教 育 を 担 当 す る教 員 は 、 障 害 の 種 類 に応 じた 専 門 性 が
求 め られ 、 一 人 二 人 の 教 育 的 ニ ー ズ に 対 応 した 指 導 や 支 援 を行 う
た め 、 様 々 な 障 害 に 関 す る基 礎 的 な 知 識 を 有 して い る こ とが 必 要
で あ る と述 べ られ て い る (中央 教 育 審 議 会 教 員 養 成 部 会 ,平成 17
年 )。 しか し な が ら、 特 別 支 援 学 級 担 当 教 員 の 特 別 支 援 学 校 教 諭
免 許 状 の 保 有 率 は 、文 部 科 学 省 特 別 支 援 教 育 資 料 (平成 25年度 )
に よ る と、 小 学 校 で 32.4%と高 い 数 字 とは 言 え な い 状 況 だ 。 そ の
原 因 と して 、 特 別 支 援 学 級 担 当 教 員 に つ い て は 、 制 度 上 特 別 支 援
学 校 教 諭 免 許 状 の 所 有 は 求 め られ て お らず 、 基 礎 免 許 状 だ け で 特
別 支 援 学 級 を 担 当 で き る こ とが 挙 げ られ る。 しか し、 児 童 の 障 害
の 種 類 ・ 程 度 に 即 した 教 育 の 専 門 性 を 求 め られ る こ とは 、 特 別 支
援 学 校 と 同 様 で あ り、 担 当 す る児 童 の 障 害 の 種 別 に 対 応 した 特 別
支 援 学 校 教 諭 免 許 状 の 保 有 率 の 向 上 を 図 つ て い く こ と が 今 後 望
ま れ る と述 べ て い る (特殊 教 育 の 改 善 ・ 充 実 に 関 す る調 査 研 究 協
力 者 会 議 ,平成 9年)。
ま た 、 地 域 に よ つ て は 、 特 別 支 援 学 級 担 当 の 教 員 に 経 験 の 少 な
い 若 手 教 員 や 、 臨 時 的 任 用 教 員 の 配 置 、 学 校 内 の 教 員 が 交 代 で 担
当 して い る こ とか ら、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 専 門 性 が 必 ず し も十
分 で な い 場 合 も あ る と指 摘 され て い る (21世紀 の 特 殊 教 育 の 在 り
方 に 関 す る調 査 研 究 協 力 者 会 議,平成 13年)。
申 央 教 育 審 議 会 が 平 成 17年に 発 表 した 特 別 支 援 教 育 を 推 進 す
る た め の 制 度 の 在 り方 に つ い て (答申)では 、 特 別 支 援 教 育 を 担
当 す る教 員 に つ い て 、 免 許 で 担 保 す べ き 資 質 能 力 と して 、「特 別
支 援 教 育 全 般 に 関 す る 基 礎 的 な 知 識 」「障 害 の あ る 幼 児 児 童 生 徒
の 心 理 、 生 理 及 び 病 理 に 関 す る 一 般 的 な 知 識 ・ 理 解 」「障 害 の あ
る幼 児 児 童 生 徒 の 教 育 課 程 及 び 指 導 法 に 関 す る深 い 知 識 。理 解 及
び 実 践 的 指 導 力 (重複 障 害 児 の 指 導 に 関 す る知 識 ・ 理 解 を含 む )」
「小 。中 学 校 等 の 支 援 の た め に 必 要 な LD・ADHD・高 機 能 自 閉 症
等 に 関 す る 知 識 。理 解 及 び 実 践 的 指 導 力 」 な ど を 一 通 り身 に つ け
た 上 で 、 様 々 な 障 害 の あ る個 々 の 幼 児 児 童 生 徒 へ の 教 育 を 担 当 で
き る 能 力 を 最 小 限 有 し て い る こ と を 中 心 と して 捉 え る こ と が 重
要 で あ る と述 べ て い る。
平 成 10年12月に 改 定 した 小 。中 学 校 指 導 要 領 に お い て 、障 害
の あ る児 童 な ど に つ い て は 、 児 童 の 実 態 に応 じ、 指 導 内 容 や 指 導
方 法 を 工 夫 す る事 、 特 別 支 援 学 級 に よ る指 導 に つ い て は 、 教 師 間
の 連 携 に 努 め 、 効 果 的 な 指 導 を行 う こ と と規 定 され て お り、 特 別
支 援 学 級 に お け る教 育 に つ い て 担 当 教 員 だ け で な く 、 学 校 全 体 で
支 援 して い く体 制 を つ く る こ とが 必 要 で あ る と述 が て い る。 しか
し、 特 別 支 援 学 級 の 児 童 に 対 す る指 導 は 、 特 別 支 援 学 級 担 任 教 員
だ け に任 され る場 合 も多 く、 孤 立 しが ち で あ る との 声 が 聞 か れ る
状 況 も あ る よ うで あ る (21世紀 の 特 殊 教 育 の 在 り方 に 関 す る調 査
研 究 協 力 者 会 議,平成 13年)。
本 郷 ・ 鈴 木 (2007)らの 調 査 に よ る と、通 常 学 級 に 在 籍 す る学
習 障 害 、 注 意 欠 陥 多 動 性 障 害 、 自 閉 症 ス ペ ク トラ ム 障 害 の 児 童 に
つ い て も 、 個 々 の 教 育 的 ニ ー ズ を 把 握 し、 適 切 な 支 援 が 行 わ れ な
け れ ば な ら な い と述 べ る な か 、 特 別 な 支 援 を 必 要 とす る子 ど も た
ち へ の 指 導・援 助 は 主 に 学 級 担 任 が 行 つ て お り、そ の 支 援 方 法 や 、
実 施 等 に つ い て 悩 み 、 不 安 や 負 担 を感 じて い る状 況 、 困 り感 が あ
る と報 告 され て い る。
通 常 学 級 に お い て も 、 特 別 な 支 援 を 必 要 とす る子 ど もへ の 指 導
に 対 し、 悩 み 、 不 安 や 負 担 を 感 じ る 中 で 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る
専 門 性 を 有 しな い 教 員 が 特 別 支 援 学 級 を 担 当す る こ とで 、 通 常 学
級 の 教 員 よ り困 り感 を 抱 く リス ク は 極 め て 高 い と思 わ れ る。
ま た 、 困 り感 に 関 して は 、 児 童 の 指 導 や 支 援 方 法 だ け で な く、 学
校 で の校 内 体 制 や 、 教 員 、 保 護 者 との 連 携 等t様々 な 部 分 で 多 く
の 困 り感 を 抱 く要 因 が 考 え られ る。
しか し、 小 学 校 特 別 支 援 学 級 担 任 の 困 り感 を 明 らか に した 先 行
研 究 や 実 施 事 例 は ほ とん ど見 当 た らな い の が 現 状 で あ り、 小 学 校
特 別 支 援 学 級 担 任 が ど の よ う な 事 に 困 り感 を 抱 え て い る の か も
明 らか に され て い な い 。
そ こ で 本 研 究 で は 、 小 学 校 特 別 支 援 学 級 担 任 の 困 り感 を 明 らか
に す る と と も に 、 どの よ うな 困 り感 が あ る の か に つ い て 把 握 し、
整 理 す る こ と を 目的 とす る。
第 2章
小学校特別支援学級
担任の困 り感 についての
予備調査
第 1節 問 題 と 目的
特 別 支 援 学 級 を 担 当す る教 員 は 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 専 門 的
な 知 識 を 有 す る こ とは 必 要 だ と考 え る。 しか し、 第 1章で 述 べ て
き た よ うに 、 特 別 支 援 学 級 は 年 々 増 加 傾 向 に あ る が 、 特 別 支 援 学
校 教 諭 免 許 状 の 保 有 は 通 常 小 学 校 の 場 合 3割と決 して 高 い 数 値 と
は 言 え な い 。
特 別 支 援 教 育 に 関 す る 専 門 的 な 知 識 が 無 い こ とで 、 児 童 の 指 導
や 実 態 把 握 な ど学 校 現 場 に お い て も様 々 な 困 り感 が 抱 か れ る も
の と思 わ れ る。 だ が 、 通 常 学 校 の 場 合 、 特 別 支 援 学 校 教 諭 免 許 状
の 取 得 は 義 務 と され て お らず 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 専 門 的 な 知
識 が 豊 富 と は 考 え に くい 。
そ の た め 、 特 別 支 援 学 級 を 担 任 す る教 員 は 、 担 当す る こ とが 決
ま り、 そ こ か ら特 別 支 援 教 育 に 関 す る指 導 や 実 態 把 握 等 の 知 識 を
得 る こ とが 求 め られ る こ とで 、 実 際 児 童 を 指 導 す る 際 な ど に 様 々
な 困 り感 を 抱 く も の と思 わ れ る。
そ こ で 本 調 査 で は 、 本 研 究 を進 め る第 一 歩 と して 、 特 別 支 援 学
級 担 任 経 験 者 に 集 団 イ ン タ ビ ュ ー を行 い 、 特 別 支 援 学 級 担 任 が ど
の よ うな 困 り感 を 抱 え て い る の か 把 握 し、 イ ン タ ビ ュ ー で 抽 出 さ
れ た 発 言 を 軸 に 、 本 研 究 で 行 う質 問 紙 の 土 台 を 作 成 す る こ と を 目
的 とす る。
第 2節 方 法
1.調査 対 象
調 査 対 象 は 通 常 小 学 校 で 特 別 支 援 学 級 担 任 を 経 験 し た こ と の
あ る 教 員 5名 (大学 院 生)とす る。 特 別 支 援 学 級 の 障 害 種 別 は 間
わ な い も の とす る。
2.調査 方 法
グ ル ー プ イ ン タ ビ ュ ニ 法 を 参 考 に 、集 団 イ ン タ ビ ュ ー 調 査 を行
う。 あ らか じめ 作 成 した イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド (資料 1)に沿 つ て
90分間 の 話 し合 い を 求 め 、そ の 様 子 を ビデ オ 、ボ イ ス レ コー ダ ー
及 び 筆 記 に よ っ て 記 録 す る。 イ ン タ ビ ュ ー の ス タ ッ フ は 、 司 会 者
1名 (特別 支 援 教 育 専 攻 の 大 学 院 生)と記 録 者 1名 (特別 支 援 教
育 専 攻 の 大 学 院 生)とす る。
3.調査 実 施 日
調 査 実 施 日 は 2014年 2月 3 日 とす る。
4。調 査 内 容
イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ドに つ い て は 、 目的 に 沿 う よ うに 配 慮 して 、
筆 者 が 原 案 を 作 成 し、特 別 支 援 教 育 専 攻 の 大 学 教 員 1名と検 討 を
重 ね て 決 定 した 。 イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ドに 記 載 す る質 問 項 目は 以 下
の 6点とす る。
表 1 インタビューガイドに記 載 する質 問 項 目
1 特 別 支 援 学 級 担 任 だつた時 に、学 習 面 や生 活 面 の指 導 で困 つたこと。
2 特 別 支 援 学 級 担 任 として、特 別 支 援 教 育 に関 するスキルアップのため に
行 つたこと。
3学校 内 の教 職 員 との連 携 で良 かったこと、困 つたこと。
4保護 者 との連 携 で良 かつたこと、困 つたこと。
5 特 別 支 援 学 級 担 任 だつた時 に感 じていたストレスについて。
6その他
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5。調 査 対 象 者 に つ い て
5名の 教 員 (大学 院 生)を対 象 と した 。
6。分 析 方 法 に つ い て
ビデ オ 等 に よ つ て 記 録 され た も の か ら逐 語 録 を 作 成 し (資料 2)
そ の 中 か ら 困 り感 に 関 す る 主 張 を 含 ん で 入 る と考 え られ る 発 言
を 1件と して 抽 出 して カ テ ゴ リー 分 類 した 。 な お 、 司 会 者 の 発 言
は 除 く も の と した 。 抽 出 。分 類 作 業 に あ た つ て は 、 筆 者 及 び 、 特
別 支 援 教 育 専 攻 の 大 学 院 生 2名の 計 3名で 行 ら た 。
表 2調査 対 象 プロフィール
対 象 者 特 別 支 援 学 級 担 任 経 験 年 数 特 別 支 援 学 校 教 諭 免 許 状
A 1年 無 し
B 3年 無 し
C 8年 有 り
D 3年 無 し
E 2年 無 し
第 3節 結 果 と考 察
1.結果 の 概 要
イ ン タ ビ ュ ー 全 体 で 、 164件の 発 言 が 抽 出 ・ 分 類 され た 。 そ れ
ら を イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ドに 記 載 した 6つの カ テ ゴ リー に 分 類 を 行
い 、 さ ら に 8つの 小 カ テ ゴ リー に 分 類 す る形 で 整 理 す る こ とが で
き た 。
件 数 の 多 い カ テ ゴ リー 順 に 、「特 別 支 援 学 級 担 任 だ つ た 時 に 、
学 習 面 や 生 活 面 で 困 つ た こ と」 が 43件(26.2%)、「特 別 支 援 学
級 担 任 だ つ た 時 に感 じて い た ス トレス 」 が 42件(25.6%)、「学
校 内 の 教 職 員 と の 連 携 で 良 か つ た こ と 、 困 つ た こ と 」 が 39件
(23.8%)「保 護 者 との 連 携 で 良 か っ た こ と、 困 つ た こ と」 が 16
件 (9.8%)、「そ の 他 」 が 13件(7.9%)、「特 別 支 援 学 級 担 任 と し
て 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る ス キ ル ア ップ の た め に行 つ た こ と」 11
件 (6。7%)であ つ た 。
2.学習 面 や 生 活 面 の 指 導 で 困 つ た こ と に つ い て 。
特 別 支 援 学 級 担 任 だ つ た 時 に 、 学 習 面 や 生 活 面 の 指 導 に 関 す る
困 り感 の 発 言 は 43件で あ つ た 。 発 言 内 容 は 主 に 、 特 別 支 援 教 育
の 専 門 性 が 無 い 事 、 教 員 自身 が 特 別 支 援 学 級 の 児 童 に 対 して 、 指
導 や 実 態 把 握 に つ い て の ス キ ル が 無 い 事 、 初 め て の 経 験 で 理 解 で
き な い こ とが 多 い 事 、 人 手 不 足 に 関 す る こ と、 通 常 学 級 や 、 市 内
の 特 別 支 援 学 級 と の 繋 が りが あ ま り無 い こ と等 の 発 言 が あ っ た 。
学 習 面 や 生 活 面 の 指 導 に 関 す る発 言 を 以 下 に 示 す 。
表 3 学 習 面 や生 活 面 の指 導 で困 つたことに関 する発 言
「特 別 支 援 学 級 に関 する専 門 性 が無 い発 言 」
・アセスメントカ が無 い ・子 ども実 態 把 握 が 出 来 ない 。一 人 T人のニーズが
掴 めない ・子 どもによつて実 態 が違 う ・どんなことができるのかアセスメントから
しなけれ ばならない ・特 別 支 援 教 育 に関 して全 く知 識 が足 りない等
「 自 分 自 身 の特 別 支 援 学 級 に関 する知 識 が無 い発 言 」
・どう指 導 したらよいのかわからない ・学 習 しても定 着 しない ・理 解 が難 しい子
への指 導 のやり方 がわからない ・児 童 がパニックになると、なかなかおさまらず次
に進 まない ・担 当 している児 童 が重 複 障 害 である ・重 症 児 は特 にわからない
・ドの教 材 が良 いのかわからない ・教 材 作 りが難 しかつた 。手 探 りでの指 導 等
「初 めての経 験 に関 する発 言 」
・特 別 支 援 学 級 が新 設 であつた 。肢 体 不 自 由 の子 を持 つことが初 めてだった
・通 常 学 級 との指 導 とは 180度違 う等
「人 手 不 足 に関 する発 言 」
口授 業 自体 も人 手 が足 りない 。複 数 の人 数 を同 時 に教 えることができない
・学 習 に個 人 差 がある ・教 材 作 りが大 変 等
「通 常 学 級 や市 内 の特 別 支 援 学 級 と繋 がりが無 いことに関 する発 言 」
・市 内 にも同 じような学 級 が無 い ・通 常 学 級 だと悩 んだときは詳 しい教 員 に聞
くことができるが、特 別 支 援 教 育 に関 しては聞 ける教 員 がいない ・行 事 をどのよ
うに参 加 させるか悩 む ・聞 いた話 と、児 童 の発 達 段 階 が合 わず指 導 に活 かせ
ない ・児 童 の事 を理 解 しているようで、実 は全 然 引 き継 げてなかつた等
特 別 支 援 学 級 担 任 は 、 学 習 面 や 生 活 面 の 指 導 で 多 くの 困 り感 を
感 じて い る発 言 が あ つ た:発言 に 関 して は 、 特 別 支 援 教 育 の 専 門
性 が 無 い 事 、 教 員 自身 が 特 別 支 援 学 級 の 児 童 に 対 して 、 指 導 や 実
態 把 握 に つ い て の ス キ ル が 無 い 事 、 初 め て の 経 験 で 理 解 で き な い
こ とが 多 い 事 、 人 手 不 足 に 関 す る こ と、 通 常 学 級 や 、 市 内 の 特 別
支 援 学 級 との 繋 が りが あ ま り無 い こ と等 の 発 言 が あ り、 小 項 目 と
して 、 ス キ ル ア ップ に 関 す る こ と、 校 内 体 制 に 関 す る こ と、 児 童
の 指 導 に 関 す る こ と、 児 童 の 実 態 把 握 に 関 す る こ とに 振 り分 け ら
れ る の で は な い か と考 え られ る。
3.特別 支 援 教 育 に 関 す る ス キ ル ア
特 別 支 援 教 育 に 関 す る ス キ ル ア
あ つ た 。 特 別 支 援 教 育 の ス キ ル ア
ップ に つ い て 。
ップ に つ い て の 発 言 は 11件で
ップ に 関 す る発 言 を 以 下 に 示 す 。
表 4特別 支 援 教 育 に関 するスキルアップの為‐に行 なつた発 言
「スキルアップの為 に行 なった発 言 」
・様 々な研 修 会 に参 加 した ,外部 から講 師 を呼 んだ ・同 じ立 場 の教 員 と情 報
交 換 を行 つた 。児 童 が通 つている外 部 機 関 に見 学 に行 つた 日本 や資 料 を読
んだ等
特 別 支 援 教 育 の ス キ ル ア ッ プ に 関 す る発 言 は 、 小 項 目 と して 、
ス キ ル ア ップ に 関 す る こ と、 校 内 体 制 に 関 す る こ とに 振 り分 け ら
れ る の で は な い か と考 え る。
こ の カ テ ゴ リー は 11件と発 言 は 少 な い も の の 、 教 員 た ち が 困
り感 を感 じて な い わ け で は な く、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る ス キ ル ア
ッ プ を 行 え る 環 境 整 備 な ど が 整 っ て い な い こ と も発 言 が 少 な か
つ た 原 因 と も考 え られ る。
研 修 会 等 に 関 して も 、 学 校 内 で 研 修 会 を 行 うの で は な く、 担 任
自身 が 外 部 に 出 か け 研 修 会 に 参 加 す る こ とや 、 本 や 資 料 を 読 む 、
同 じ立 場 の 教 員 と情 報 交 換 を す る な ど、 ス キ ル ア ップ に 関 す る 環
境 整 備 の 実 態 も考 え 、 調 査 を 進 め て い く必 要 が あ る と思 う。
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4.学校 内 の 教 職 員 との 連 携 に つ い て 。
学 校 内 の 教 職 員 との 連 携 で 良 か つ た こ と、 困 つ た こ と に つ い て
の 発 言 は 39件で あ つ た 。 そ の 内 、 困 つ た こ と に 関 す る発 言 は 30
件 あ り、 大 き く分 け る と、 担 任 と して の 負 担 に 関 す る 困 り感 の 発
言 、 校 内 体 制 に 関 す る 困 り感 の 発 言 の 2うに 分 け られ た 。 学 校 内
の 教 職 員 との 連 携 で 困 つ た こ とに 関 す る発 言 を 以 下 に 示 す 。
表 5ゝ 学 校 内 の教 職 員 との連 携 で困 つたことに関 する発 言
「担 任 としての負 担 に関 する困 り感 の発 百 」
・特 別 支 援 学 級 は楽 だと思 われている ・特 別 支 援 学 級 は下 にみ られている ・
通 常 学 級 とは違 うという疎 外 感 を感 じる ・交 流 学 級 の先 生 が特 別 支 援 学 級
にどれ くらい意 識 を向 けてくれるのかで変 わる ・通 常 学 級 が 当 たり前 になつてい
る教 員 は、自 分 たちの方 が忙 しいと思 つている ・特 別 支 援 学 級 は暇 だと思 わ
れ 、仕 事 を回 される 。通 常 学 級 の方 が人 数 が 多 いから大 変 と言 われる。 口障
害 をもつている児 童 のことをどう共 通 理 解 してもらえるのか ・教 師 の連 携 が児
童 に繁 栄 することが辛 い ・1人でも手 伝 いに来 てほしいと感 じていた等
「校 内 体 制 に関 する困 り感 の発 言 」
・特 別 支 援 学 級 担 任 が初 めてにも関 わらず、口 頭 での引 継 ぎだつたため戸 惑 つ
た ・教 師 間 で共 通 理 解 がや りにくい ・交 流 先 で勉 強 が見 られ ないか らと、交
流 先 で過 ごす時 間 にも関 わ らず特 別 支 援 学 級 に戻 す ・交 流 級 の先 生 と授 業
配 慮 などの連 携 ができていない ・変 更 事 項 を急 に朝 などに言 われる 。交 流 学
級 から 10回に 5回は連 絡 がない ・保 護 者 に対 する特 別 支 援 学 級 としての接
し方 が教 員 には理 解 してもらえない ・保 護 者 が学 校 に文 句 を言 つてくるの は、
それを許 している支 援 学 級 の先 生 が甘 いからと言 われる
特 別 支 援 学 級 担 任 は 、 学 校 内 の 教 職 員 との 連 携 で 多 く の 困 り感
を感 じて い る発 言´ が あ つ た 。 発 言 に 関 して は 、 担 任 と して の 負 担
に 関 す る こ と、 校 内 体 制 に 関 す る こ と、 教 員 同 士 の 連 携 や 人 間 関
係 に 関 す る こ と に 振 り分 け る こ と が で き る の で は な い か と 考 え
る。 ま た 、 こ の カ テ ゴ リー で 出 た 発 言 は 、 抽 出 件 数 が 多 い こ とか
ら も 、 重 要 な カ テ ゴ リー 項 目 に な る の で は な い か と言 え る。
5.保護 者 との 連 携 に つ い て 。
保 護 者 との 連 携 で 良 か つ た こ と、 困 つ た こ と に つ い て の 発 言 は
16件で あ つ た 。そ の 内 、困 つ た こ と に 関 す る発 言 は 8件あ り、児
童 の 指 導 に 活 か しに くい 発 言 と、 保 護 者 との 連 携 に 関 す る発 言 に
分 け られ た 。 保 護 者 との 連 携 で 困 つ た こ とに 関 す る発 言 を 以 下 に
示 す 。
表 6保護 者 との連 携 で困 つたことに関 する発 言
「児 童 の指 導 に活 かしにくい発 言 」
・子 どもの成 長 に関 して通 常 学 級 より保 護 者 がシビア ・保 護 者 の要 求 が物 凄
い ・外 部 の専 門 機 関 のやり方 を押 しつけてくる等
「保 護 者 との連 携 に関 する発 言 」
“保 護 者 との連 携 が近 すぎる ・保 護 者 との関 係 づくりが難 しい等
保 護 者 の 連 携 で 困 つ た こ と に 関 して は 小 項 目 も保 護 者 と の 連
携 に 関 す る こ とで 振 り分 け られ る の で は な い か と考 え る。 こ の カ
テ ゴ リー は 16件の 発 言 の 内 、 困 り感 に 関 す る発 言 は 8件と少 な
い 割 合 だ が 、 特 別 支 援 学 級 担 任 を 行 う上 で 、 保 護 者 と の 関 わ りは
切 り離 せ な い も の で あ り、 保 護 者 と連 携 を して い く上 で 、 改 善 で
き る 困 り感 が あ る と思 わ れ る。
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6.特別 支 援 学 級 担 任 の 感 じ る ス トレス に っ い て 。
特 別 支 援 学 級 担 任 の 感 じ る ス トレス に つ い て の 発 言 は 42件で
あ っ た 。 ス トレス に 関 連 す る 発 言 は 大 き く分 け 、 学 校 内 や 教 員 の
人 間 関係 に 関 す る ス トレス の 発 言 、 支 援 員 に 関 す る ス トレス の 発
言 、保 護 者 に 関 す る ス トレス の 発 言 の 3つに 分 け られ た 。 特 別 支
援 学 級 担 任 の 感 じ る ス トレス の 発 言 を 以 下 に 示 す 。
表 7 特 別 支 援 学 級 担 任 の感 じるストレスの発 言
「学 校 内 や教 員 の人 間 関 係 に関 するストレスの発 言 」
・何 も言 えない環 境 がある ・相 談 できる先 生 が誰 もいない ・特 別 支 援 学 級 は
人 数 が少 ないから楽 と言 われる ・教 員 全 員 で児 童 を見 ていると言 いながらみて
ない環 境 ・大 人 同 士 の関 係 が難 しい ・空 き時 間 がない ・休 めない 。支 援 が
大 変 な児 童 が毎 日 夢 に出 てくる ・子 どもの成 長 が見 えにくい ・なんでできない
のと思 う ・職 場 の 中 で孤 立 感 を感 じてしまう ・疎 外 感 を感 じる等
「支 援 員 に関 するストレスの発 言 」
・支 援 員 が担 任 を越 えて保 護 者 の方 と勝 手 に話 が進 んでいる ・支 援 員 同 士
の指 導 の違 い、陰 口 ・職 務 に対 して主 張 ばかりしてくる支 援 員 等
「保 護 者 に関 するストレスの発 言 」
・通 常 学 級 と違 つて保 護 者 が毎 日 来 るので、すべてが見 られているような感 じが
する ・何 か問 題 があると全 て教 員 のせい ・保 護 者 の 目 がストレス等
特 別 支 援 学 級 担 任 の感 じ る ス トレス に つ い て は 、 多 く の 困 り感
を感 じて い る発 言 が あ つ た 。 発 言 に 関 して は 、 児 童 の 実 態 把 握 に
関 す る こ と、 保 護 者 との 連 携 に 関 す る こ と、 支 援 員 と の 関 係 に 関
す る こ と、 教 員 同 士 の 連 携 に 関 す る こ と、 担 任 と して の 負 担 に 関
す る こ と に 振 り分 け られ る の で は な い か と考 え る。 ま た 、 こ の カ
テ ゴ リー で 出 た 発 言 は 、 抽 出 件 数 が 多 い 事 か ら も 、 重 要 な カ テ ゴ
リー 項 目に な る の で は な い か と言 え る。
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7.その 他
そ の 他 に つ い て の 発 言 は 13件で あ つ た 。 そ の 他 の 発 言 に 関 す
る 内 容 を 以 下 に 示 す 。
表 8その他 に関 する発 言
「その他 に関 する発 言 」
・学 年 がバラバラ ・教 員 自 身 が特 別 支 援 学 級 に入 ることで、今 までやつてきた
ことを崩 してしまうのではないかというような感 覚 を抱 えながら担 任 をしていた
・ボランティアで入 る方 も教 員 免 許 を取 得 している方 がありがたい ・個 別 の時 間
だけだといいのにと思 う ・講 演 会 などで聞 く話 が 、講 演 をされる方 によって異 な  '
ることを言 うので混 乱 してしまう 。学 校 の中 に研 修 が十 分 に用 意 されてない
・通 常 学 級 の先 生 方 と繋 がりを持 ちながら一 緒 にやっていけたらという気 持 ちが
ある ・支 援 学 級 を担 当 することで原 点 に返 れた ・特 別 支 援 学 級 担 任 をでき
て良 かつた ・もつと特 別 支 援 学 級 がメジャーになつてほしい等      、
そ の 他 の カ テ ゴ リー 項 目で は 、 主 に 担 任 と して の 負 担 に 関 す る
項 目に 振 り分 け られ る の で は な い か と考 え られ る。
特 別 支 援 学 級 と言 う特 殊 な 形 態 だ か ら こ そ 、 出 て く る発 言 ば か
りで あ り、 今 後 調 査 を進 め る に 当 た り、 そ の 他 カ テ ゴ リー で 出 て
き た 発 言 も 、 重 要 な カ テ ゴ リー 項 目に な る の で は な い か と考 え ら
れ る。
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第 4節 ま と め
調 査 1によ り、特 別 支 援 学 級 を 担 当 した 教 員 が 抱 え や す い 困 り
感 を整 理 、 集 約 す る こ とが で き た 。 又 、 イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ドに 記
載 した 6つの カ テ ゴ リー に 分 類 を行 い 、 さ ら に 、 ス キ ル ア ップ に
関 す る こ と、 校 内 体 制 に 関 す る こ と 、 児 童 の 指 導 の 関 す る こ と 、
児 童 の 実 態 把 握 に 関 す る こ と、 保 護 者 との 連 携 に 関 す る こ と、 支
援 員 との 関 係 に 関 す る こ と、 教 員 同 士 の 連 携 や 人 間 関 係 に 関 す る
こ と、担 任 と して の 負 担 に 関 す る こ との 8つの カ テ ゴ リー に 分 類
す る形 で 整 理 した 。
発 言 件 数 の 多 い カ テ ゴ リー 順 で は 、 特 別 支 援 学 級 担 任 だ つ た 時
に 、 学 習 面 や 生 活 面 で 困 つ た こ とが 43件で 一 番 多 か っ た 。
通 常 学 校 で 勤 務 す る教 員 の 場 合 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 専 門 的
な 知 識 を 有 して い る者 は 少 な く、 特 別 支 援 学 級 の 指 導 は 、 通 常 学
級 の 指 導 と大 き く異 な る為 、 児 童 に合 つ た 学 習 や 、 生 活 面 で の 指
導 に 困 難 が 生 じ る の で は な い か と考 え る。ま た 、通 常 学 校 の 場 合 、
教 科 等 に 関 す る事 で 理 解 出 来 な い こ とが あ れ ば 、 同 僚 に 相 談 で き
る環 境 が あ る が 、 特 別 支 援 学 級 担 任 の 場 合 は 、 学 校 内 に 支 援 学 級
が 1から 2クラ ス しか な い こ と も多 く あ り、相 談 で き る 環 境 も通
常 学 級 と比 べ 、 整 っ て 無 い も の と思 わ れ る。
次 に発 言 件 数 の 多 い カ テ ゴ リー と して 、 特 別 支 援 学 級 担 任 の 感
じ る ス トレ ス に つ い て 42件で あ つ た 。
担 任 が 感 じ る ス トレス の 要 因 と して は 、 教 員 同 士 の 連 携 や 人 間
関係 、 支 援 員 との 関係 、 保 護 者 との 関係 に 関 す る発 言 に 分 け られ
る。 そ の 中 で も 、 教 員 同 士 の 人 間 関 係 に つ い て 関 す る発 言 が 一 番
多 く、 発 言 内 容 と して 、 相 談 で き る環 境 が 無 い 事 や 、 特 別 支 援 学
級 担 任 は 楽 だ と思 わ れ て い る こ と、 職 場 の 中 で 孤 立 感 や 疎 外 感 を
感 じて い る 等 の 発 言 が 挙 げ られ た 。
学 校 内 の 教 職 員 との 連 携 で 困 つ た こ とに つ い て は 、30件の 困 り
感 に 関 す る発 言 が 挙 げ られ た 。 発 言 内 容 は 、 担 任 と して の 負 担 に
関 す る発 言 と、 校 内 体 制 に 関 す る 困 り感 の 発 言 に 分 け られ た 。 こ
の カ テ ゴ リー で 述 べ られ た 発 言 は 、 特 別 支 援 学 級 だ つ た 時 に感 じ
る ス トレス の 発 言 カ テ ゴ リー と被 る部 分 も 多 く、 教 職 員 との 連 携
が 与 え る 困 り感 の 要 因 が 何 か し ら 関 係 して い る の で は な い か と
考 え る。
保 護 者 との 連 携 で 困 つ た こ と、 特 別 支 援 学 級 担 任 と して 、 特 別
支 援 教 育 に 関 す る ス キ ル ア ッ プ の た め に行 っ た こ と 、 そ の 他 の カ
テ ゴ リー に つ い て は 、 上 記 で 述 べ られ た 学 習 面 や 生 活 面 で 困 つ た
こ と、 特 別 支 援 学 級 担 任 と して の ス トレス 、 学 校 内 の 教 職 員 との
連 携 に 関 す る発 言 件 数 よ りは 少 な い が 、 ど の 項 目に も 困 り感 に 関
連 す る発 言 が あ つ た こ とが 整 理 で き た 。
全 体 を 通 して 、 ス キ ル ア ップ に 関 す る こ と、 校 内 体 制 に 関 す る
こ と、 児 童 の 指 導 の 関 す る こ と、 児 童 の 実 態 把 握 に 関 す る こ と 、
保 護 者 との 連 携 に 関 す る こ と、 支 援 員 との 関 係 に 関 す る こ と、 教
員 同 士 の 連 携 や 人 間 関係 に 関 す る こ と、 担 任 と して の 負 担 に 関 す
る こ との 8つの カ テ ゴ リァ を 整 理 す る こ とで 、特 別 支 援 学 級 担 任
の 困 り感 に つ い て 調 査 が 進 め られ る の で は な い か と思 う。
以 上 の こ とか ら、8つの カ テ ゴ リー を 軸 に 調 査 2で行 う質 問 紙
を 作 成 した 。 内 容 に つ い て は 、 筆 者 が 原 案 を 作 成 し、 特 別 支 援 教
育 専 攻 の 大 学 教 員 1名及 び 大 学 院 生 5名と検 討 を 重 ね 、7つの 基
本 情 報 (表 9)、8つの 困 り感 (表 10)、困 り感 に 関 す る 38の小
項 目 (表11)とす る。
質 問 紙 の 項 目 を 以 下 に 示 す 。
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表 9基本 情 報
1 本 務 教 員 ですか臨 時 的 任 用 教 員 ですか。
2 特 別 支 援 学 級 を担 当 して今 年 度 で通 算 何 年 目 ですか。
3 特 別 支 援 学 校 教 諭 免 許 状 を保 有 していますか。
4 あなたが担 当 する特 別 支 援 学 級 に在 籍 する児 童 は何 人 ですか。
5 担 任 している特 別 支 援 学 級 の障 害 種 別 は何 ですか。(複数 回 答 可 )
6 今 年 度 、特 別 支 援 教 育 に関 する本 や資 料 を何 冊 くらい調 べましたか、又 は
読 みましたか。
特 男1支援 教 育 に関 する学 校 内 での研 修 は今 年 度 中 で何 回 位 予 定 されて
いますか。
表 103つの困 り感
1 スキルアップに関 する事 で、どの程 度 困 つていますか。
2 校 内 体 制 に関 する事 で、どの程 度 困 つていますか。
3 児 童 への指 導 に関 する事 で、どの程 度 困 つていますか。
4 児 童 の実 態 把 握 に関 する事 で、どの程 度 困 つていますか。
5 保 護 者 との連 携 に関 する事 で、どの程 度 困 つていますか。
6 支 援 員 との関 係 に関 する事 で、どの程 度 こまつていますか。
教 員 同 士 の連 携 や人 間 関 係 で、どの程 度 困 つていますか。
8 担 任 としての負 担 に関 する事 で、どの程 度 困 つていますか。
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表 11 38の質 問 項 目
1 特 別 支 援 教 育 についての校 内 体 制 は整 つていますか。
2 特 別 支 援 学 級 に在 籍 している児 童 について、教 員 間 で共 通 理 解 はできていま
すか。
3 交 流 学 級 で学 ぶ時 間 にも関 わらず、児 童 が,特別 支 援 学 級 に戻 つてくることはありますか。
4 学 校 行 事 等 で、支 援 が必 要 な児 童 に適 切 な配 慮 ができていますか。
5 学 校 行 事 等 で、支 援 が必 要 な児 童 に対 して校 内 での連 携 はできていますか。
校 内 や交 流 学 級 で急 な予 定 変 更 があつた場 合 、特 別 支 援 学 級 にも連 絡 はあ
りますか。
7 特 別 支 援 学 級 担 任 を受 け持 つた際 に、引 継 ぎはスムーズに行 われましたか。
8 困 つた時 や悩 んだ時 に、相 談 できる人 はいますか。
9 交 流 学 級 の担 任 と、連 携 は取 れていますか。
10 教 員 同 士 で、教 材 作 りについて連 携 は取 れていますか。
教 員 同 士 で、年 間 計 画 の打 ち合 わせはできていますか。
12 教 員 同 士 で、指 導 技 術 の教 え合 いなどをしていますか。
13 担 任 して いる児 童 か ら叩 かれ た りt叩かれ そうになることはあ ります か 。
14 重 複 障 害 児 や重 症 心 身 障 害 児 の、指 導 方 法 に関 する知 識 はありますか。
15 児童 の能 力 に応 じた教 材 を活 用 していますか。
16 教 科 指 導 について一 定 程 度 の知 識 はありますか。
担 任 している児 童 の成 長 は見 えやすいですか。
18 担 任 している学 級 の中 で児 童 の個 人 差 は大 きいですか。
19 児 童 がパニックになった時′の理 由 や背 景 が予 測 できますか。
20 保 護 者 からたくさんの要 求 がありますか。
21 保 護 者 と会 う機 会 がたくさんありますか。
22 保 護 者 が学 級 担 任 に強 く依 存 してくることはありますか。
23 保 護 者 が、外 部 機 関 の指 導 を押 し付 けてくることがありますか。
24 保 護 者 が、研 修 会 などの案 内 を持 つてくることがありますか。
25 児 童 について、保 護 者 と情 報 交 換 をする時 間 はありますか。
26 保 護 者 からの情 報 を学 校 内 の指 導 に活 かせていますか。
27 児童 に対する支 援 員の支 援 や指導 は十分 ですか。
28 支 援 員 が、相 談 無 しに物 事 を進 めていることはありますか。
29 支 援 員 からt職務 に関 する要 求 はたくさんありますか。
30 児 童 が通 つている病 院 や療 育 施 設 と関 わる事 がありますか。
31 他 の特 別 支 援 学 級 や特 別 支 援 学 校 の教 員 と交 流 する機 会 がありますか。
32 他 の教 員 から、特 別 支 援 学 級 は楽 だと思 われていると感 じますか。
33 特 別 支 援 学 級 を担 当 する人 は、能 力 が低 いと思 われていると感 じますか。
34 学 校 の中 で孤 立 感 がありますか。
35 必 要 な時 に年 休 は取 れますか。
36 勤 務 時 間 中 の休 み 時 間 は確 保 されていますか。
37 自 分 の後 輩 に、特 別 支 援 学 級 の担 任 を勧 めたいと思 いますか。
38 特 別 支 援 学 級 担 任 をしていて良 かつたと思 いますか。
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第 3章
小学校特別支援学級
担任の困 り感 についての本調査
第 1節 問 題 と 目的
調 査 1では 、通 常 小 学 校 で 特 別 支 援 学 級 担 任 を 経 験 した こ と の
あ る教 員 5名 (大学 院 生)に対 し グル ー プ イ ン タ ビ ュ ー 法 を 参 考
に イ ン タ ビ ュ ー 調 査 を 実 施 した 。
イ ン タ ビ ュ ー の 結 果 、 特 別 支 援 学 級 担 任 は 多 くの 困 り感 を 抱 え
て い る こ とが 明 らか に な り、 担 任 の 困 り感 を軽 減 す る こ とが 今 後
重 要 な 課 題 と考 え る一 方 で 、 小 学 校 特 別 支 援 学 級 の 困 り感 を 明 ら
か に した 調 査 は 少 な い 。
そ こ で 本 研 究 で は 、調 査 1で出 て き た 、 ス キ ル ア ップ に 関 す る
事 、 校 内 体 制 に 関 す る事 、 児 童 の 指 導 に 関 す る 事 、 児 童 の 実 態 把
握 に 関 す る事 、 保 護 者 と の 連 携 に 関 す る事 、 支 援 員 との 関係 に 関
す る 事 、 教 員 同 士 の 連 携 や 人 間 関 係 に 関 す る事 、 担 任 と して の 負
担 に 関 す る事 の 8つの カ テ ゴ リー を 軸 に 、特 別 支 援 学 級 担 任 が 抱
え る課 題 や 困 り感 を 明 らか に す る 事 を 目的 とす る。
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第 2節 方 法
1.調査 対 象
調 査 対 象 は 、A県内 の 小 学 校 274校中 、全 学 年 の 合 計 が 5クラ
ス 以 上 あ る 208校を 対 象 とす る。
2.調査 方 法
調 査 方 法 は 郵 送 法 に よ る質 問 紙 調 査 を行 う。 対 象 校 に 調 査 依 頼
文 1部 (資料 3)、質 問 紙 5部 (資料 4)、返 信 用 封 筒 1部を送 付
す る。 回 答 者 は 、 特 別 支 援 学 級 担 任 とす る。
3.調査 期 間
調 査 期 間 は 、2014年8月か ら 9月ま で とす る。
4。調 査 内 容
調 査 内 容 は 、 特 別 支 援 学 級 担 任 が 抱 え る課 題 や 困 り感 を 把 握 す
る た め の 物 で あ る。
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第 3節 結 果 と考 察
1.回収 結 果
208校中 125校267学級 の 特 別 支 援 学 級 担 任 か ら回 答 が 得 られ
た (61.9%)。そ こ か ら、無 効 回 答 を 除 外 し、有 効 回 答 は 198(45。9%)
とな つ た 。
2.基本 情 報 に つ い て の 集 計 結 果 (n=198)
表 1立場
本 務 教 員 臨 時 的 任 用 教 員
152(76.8) 46(23.2)
数 字 は人 数 、()内は%
表 3免許 の有 無
あ り 無 し
98(49.5)100(505)
数 字 は人 数 、()内は%
表 2特別 支 援 学 級 の経 験 年 数
1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年
55(27.8)40(20.2)25(12.6)10(5.1)2(6.1)3(6.6)4(2.0)8(4.0)
9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年
3(1.5)13(6.6)1(0.5)3(1.5)0(0.0)2(1.0)2(10)2(1.0)
17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年
0(0.0)0(0.0)1(05)0(0.0)2(1.0)0(0.0)1(0.5)1(0.5)
数 字 は人 数 、()内は%
表 4児童 の在 籍 人 数
1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人 8人 9人
7(3.5)17(8.6)28(1411)19(9.6)54(27.3)39(19.7)20(10.1)13(6.6)1(0.5)
数 字 は人 数 、()内は%
表 5障害 種 別 (複数 回 答 可 )
知 的 肢 体 病 弱 弱 視 難 聴 言 ―E 情 緒
114(57.6)11(56)1(0.5)0(0.0)6(3.0)9(4.5)106(53.5)
?
?
数 字 は人 数 、()内は%
表 6 今 年 度 読 んだ。調 べた本 や資 料 の数
0冊 1冊 2冊 3冊 4冊 5冊 6冊 7冊 8冊
8(4.0)12(61)13(6.6)32(16.2)25(12.6)49(24.7)9(4.5)11(5.6)3(15)
9冊 10冊 11 1冊 12 冊 13 冊 14 冊 15冊 16 冊 17 冊
0(0.0)22(11.1)0(0.0)1(0.5)2(1.0)0(0.0)3(1.5)1(0.5)0(0.0)
18 冊 19 冊 20冊 21 1円 22冊 23冊 24冊 25冊 30冊
0(0.0)0(0.0)6(3.0)0(0.0)0(0.0)0(0.0)0(0.0)0(0.0)1(0.5)
数 字 は人 数 、()内は%
表 7 今 年 度 学 校 内 で行 われる研 修 回 数
数 字 は人 数 、()内は%
0回 1回 2回 3回 4回 5回 6回
41(20.7)69(34.8)37(18.7)34(17.2)4(2.0)3(15) 1(0.5)
7回 8回 9回 10回 11回 12回 13回
1(0.5)0(0.0)0(0.0)5(25)2(1.0)1(0.5)0(0.0)
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3.困り感 に つ い て の 集 計 結 果 (n=198)
表 8 スキルアップに関 する困 り感
非 常 に困 っている 少 し困 つている あまり困 つていない 全 く困 つていない
42(21.2) 127(64.1) 29(14.6) 0(0.0)
数 字 は人 数 、()内は%
ス キル ア ップ に 関 す る 困 り感 を表 8に示 す 。「少 し困 つ て い る 」
との 回 答 が 64.1%で最 も 多 く、「チF常に 困 つ て い る 」が 21.2%、「あ
ま り困 つ て い な い 」 が 14.6%であ つ た 。 ス キ ル ア ップ に 関 す る 困
り感 で は 198人中 169人(65。3%)の教 員 が 何 らか の 困 り感 を 抱
え て い る こ とが 明 らか に な つ た 。
表 9 校 内 体 制 に関 す る困 り感
非 常 に困 つている 少 し困 つている あまり困 つていない 全 く困 つていない
10(5.1) 113(5711) 69(34.8) 6(30)
数字 は人数 、()内は%
校 内 体 制 に 関 す る 困 り感 を 表 9に示 す 。「少 し困 つ て い る 」 と
の 回 答 が 57.1%で最 も 多 く、「あ ま り困 つ て い な い 」が 34.8%、「非
常 に 困 つ て い る」が 5.1%、で あ つ た 。校 内 体 制 に 関 す る 困 り感 で
は 、 198人中 123人(62.2%)の教 員 が 特 別 支 援 教 育 の 校 内 体 制
に 関 して 何 らか の 困 り感 を抱 え て い る こ とが 明 らか に な っ た 。
表 10 児 童 の指 導 に関 する困 り感
非 常 に困 つている 少 し困 つている あまり困つていない 全 く困 つていない
44(22.2) 120(60.6) 32(162) 2(1.0)
数 字 は人 数 、()内は%
児 童 の 指 導 に 関 す る 困 り感 を 表 10に示 す 。「少 し困 つ て い る 」 と
の 回 答 が 60.6%で最 も多 く、「非 常 に 困 つ て い る」 が 22.2%(「あ
ま り困 つ て い な い 」 が 16.2%であ つ た 。 児 童 の 指 導 に 関 す る 困 り
感 で は 198人中 166人(82.8%)の教 員 が 児 童 の 指 導 に 関 して 何
らか の 困 り感 を 抱 い て い る こ とが 明 らか に な っ た 。
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表 11 児 童 の実 態 把 握 に関 する困 り感
非 常 に困 つている 少 し困 つている あまり困つていない 全 く困つていない
20(10.1) 98(49.5) 77(38.9) 3(1.5)
数 字 は人 数 、()内は%
児 童 の 実 態 把 握 に 関 す る 困 り感 を表 11に示 す 。「少 し困 つ て い
る」との 回 答 が 49.5%で最 も多 く、「あ ま り困 つ て い な い 」が 38.9%、
「非 常 に 困 つ て い る 」 が 10。1%であ っ た 。 児 童 の 実 態 把 握 に 関 す
る 困 り感 で は 198人中 118人(59。6%)の教 員 が 児 童 の 実 態 把 握
に 関 す る何 らか の 困 り感 を 抱 え て い る こ とが 明 らか に な っ た :
表 12保護 者 との連 携 に関 する困 り感
非 常 に困 つている 少 し困 つている あまり困 つていない 全 く困 つていない
17(8.6) 68(34.3) 96(485) 17(8.6)
数 字 は人 数 、()内は%
保 護 者 との 連 携 に 関 す る 困 り感 を表 12に示 す 。「あ ま り困 つ て
い な い 」と の 回 答 が 48.5%で最 も多 く、「少 し困 つ て い る 」が 34.3%、
「非 常 に 困 つ て い る 」 と 「全 く困 つ て い な い 」 が 8.6%であ つ た 。
保 護 者 との 連 携 に 関 す る 困 り感 で は 、198人中 85人(42.9%)の
教 員 が 何 らか の 困 り感 を 抱 え て い る こ とが 明 らか に な つ た が 、 半
分 以 上 の 教 員 は_困 り感 を感 じて い な い とい う結 果 に な つ た 」
表 支 援 員 との 関 係 に 関 す る 困 り感
非 常 に困 つている 少 し困 つている あまり困つていない 全 く困 つていない
8(410) 34(17.2) 104(52.5) 52(26.3)
数 字 は 人 数 、 ()内は%
支 援 員 との 関係 に 関 す る 困 り感 を表 13に示 す 。 で は 、「あ ま り
困 つ て い な い 」との 回 答 が 52.5%で最 も 多 く、「全 く困 つ て い な い 」
が 26.3%、「少 し困 つ て い る」が 17.2%であ っ た 。支 援 員 との 関 係
に 関 す る 困 り感 で は 、80%近くの 教 員 が 困 つ て い な い と回 答 して
い る。
13
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表 14教員 同 士 の連 携 や人 間 関 係 に関 する困 り感
非 常 に困 つている 少 し困 つている あまり困 つていない 全 く困 つていない
8(40) 64(32.3) 93(47.0) 33(16.7)
数 字 は人 数 、()内は%
教 員 同 士 の 連 携 や 人 間 関 係 に 関 す る 困 り感 を 表 14に示 す 。「あ
ま り困 つ て い な い 」との 回 答 が 47.0%で最 も多 く、「少 し困 つ て い
る」 が 32.3%、「全 く困 つ て い な い 」が 16.7%であ っ た 。教 員 同 士
の 連 携 や 人 間 関係 に 関 す る 困 り感 で は 、 大 半 の 教 員 が 困 っ て い な
い と感 じて い る 一 方 で 、約 35%以上 の 教 員 が 困 つ て い る と回 答 し
た 。
表 15｀担 任 としての負 担 に関 する困 り感
非 常 に困 つている 少 し困 つている あまり困つていない 全 く困 つていない
24(12.1) 96(48.5) 68(34 3) 10(5.1)
数 字 は人 数 、()内は%
担 任 と して の 負 担 に 関 す る 困 り感 を表 15に示 す 。「少 し困 つ て
い る 」 と の 回 答 が 48.5%で最 も 多 く、「あ ま り困 つ て い な い 」 が
34.3%、「非 常 に 困 つ て い る 」 が 12.1%であ っ た 。 担 任 と して の 負
担 に 関 す る 困 り感 は 198人中 120人(60.6%)の教 員 が 何 らか の
困 り感 を 抱 え 込 ん で い る こ とが 明 らか に な つ た 。
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4.38の小 項 目 の 集 計 結 果 (n=198)
回 答 の あ っ た 38の質 問 項 目 に つ い て の 集 計 結 果 を 以 下 に 示 す 。
表 1638の小 項 目の結 果
は い いいえ
1 特 別 支 援 教 育 についての校 内 体 制 は整 つていますか。 182 16(8 1)
2 在 籍 している児 童 について、教 員 間 で共 通 理 解 はできていますか。 182 16(8 1)
3 交 流 学 級 で学 ぶ時 間 にも関 わらず、特 別 支 援 学 級 に戻 つてきますか。 12965 2)69(34 8)
4 学 校 行 事 等 で、支 援 が必 要 な児 童 に適 切 な配 慮 ができていますか。 16482 8)34(17 2)
5 学 校 行 事 等 で児 童 に対 して校 内 での連 携 はできていますか。 18492 9)14(7 1)
6 急 な予 定 変 更 があつた場 合 、特 別 支 援 学 級 にも連 絡 はありますか。 15578 3)43(21:7)
7 担 任 を受 け持 つた際 に、引 継 ぎはスムーズに行 われましたか。 13467 7)64(32 3)
困 つた時 や悩 んだ時 に、相 談 できる人 はいますか。 184 14(7 1)
交 流 学 級 の担 任 と、連 携 は取 れていますか。 184 14(7 1)
教 員 同 士 で、教 材 作 りについて連 携 は取 れ ています か 。 120(60_6)78(39 4)
教 員 同 士 で、年 間 計 画 の打 ち合 わせはできていますか。 66 2)67(33.8)
教 員 同 士 で、指 導 技 術 の教 え合 いなどをしていますか。 157 9 3)41(20 7)
児 童 か ら叩 か れ たり、叩 かれ そうになることはあります か 。 44(22 2)154(778)
重 複 障 害 児 や重 症 心 身 障 害 児 の、指 導 方 法 に関 する知 識 はありますか。 59(29 8)139(70 2)
児 童 の能 力 に応 じた教 材 を活 用 していますか。 176(889)22(11 1)
教 科 指 導 について一 定 程 度 の知 識 はありますか。 183(924)15(76)
担 任 している児 童 の成 長 は見 えやすいですか。 152(76 8)46(23 2)
担 任 している学 級 の中 で児 童 の個 人 差 は大 きいですか。 173(87.4)25(12.6)
児 童 がパニックになつた時 の理 由 や背 景 が予 測 できますか。 181(91.4)17(8.6)
保 護 者 からたくさんの要 求 がありますか。 42(21 2)156(78 8)
保 護 者 と会 う機 会 がたくさんありますか。 132(66 7)66(33 3)
保 護 者 が学 級 担 任 に強 く依 存 してくることはありますか。 62(31 3)136(68 7)
保 護 者 が、外 部 機 関 の指 導 を押 し付 けてくることがありますか。 16(8 1)182(91 9)
保 護 者 が、研 修 会 などの案 内 を持 つてくることがありますか。 28(14 1)70(85 9)
児 童 について、保 護 者 と情 報 交 換 をする時 間 はありますか。 179(9019(9 6)
保 護 者 からの情 報 を学 校 内 の指 導 に活 かせていますか。 183(924)15(7 6)
児 童 に対 する支 援 員 の支 援 や指 導 は十 分 ですか。 134(67.7)64(32 3)
支 援 員 が、相 談 無 しに物 事 を進 めていることはありますか。 19(96)179(904)
支 援 員 から、職 務 に関 する要 求 はたくさんありますか。 7(3 5) 191(96:5)
児 童 が通 つている病 院 や療 育 施 設 と関 わる事 がありますか。 100(50 5)98(49 5)
他 の特 別 支 援 学 級 や特 別 支 援 学 校 の教 員 と交 流 する機 会 がありますか。 186(939)2(6 1)
他 の教 員 から、特 別 支 援 学 級 は楽 だと思 われていると感 じますか。 91(46 0)07(54 0)
特 別 支 援 学 級 を担 当 する人 は、能 力 が低 いと思 われていると感 じますか。 49(24 7)49(75.3)
学 校 の中 で孤 立 感 がありますか。 65(32 8)133(672)
必 要 な時 に年 休 は取 れますか。 145(732)53(26 8)
勤 務 時 間 中 の休 み時 間 は確 保 されていますか。 96(48 5)102(51 5)
自 分 の後 輩 に、特 別 支 援 学 級 の担′任 を勧 めたいと思 いますか。 160(80.8)3 (19.2)
特 別 支 援 学 級 担 任 をしていて良 かつたと思 いますか。 187(944)11(56)
数 字 は 人 数 、()内は%
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5.困り感 得 点 の 平 均 値
8つの 主 要 な 困 り感 項 目を 得 点 化 した 。 非 常 に 困 つ て い る を 4
点 、 少 し困 つ て い る を 3点、 あ ま り困 つ て い な い を 2点、 全 く 困
つ て い な い を 1点と し困 り感 の 平 均 値 を 出 した 。 平 均 値 を 以 下 に
示 す 。
表 17 困 り感 得 点 の平 均 値
8つの 主 要 な 項 目 を得 点 化 し平 均 値 を 出 した 結 果 、 ス キ ル ア ッ
プ に 関 す る 困 り感 が 3.1点で 一 番 高 く、 次 に児 童 へ の 指 導 に 関 す
る 困 り感 の 3.0点、 児 童 の 実 態 把 握 に 関 す る 困 り感 の 2.7点、 担
任 と して の 負 担 に 関 す る 困 り感 の 2.7点、 校 内 体 制 に 関 す る 困 り
感 の 2.6点、 保 護 者 との 連 携 に 関 す る 困 り感 の 2.4点、 教 員 同 士
の 連 携 や 人 間 関 係 に 関 す る 困 り感 の 2.2点と続 い て い る。 得 点 が
一 番 低 い 結 果 とな つ た の は 支 援 員 との 関 係 に 関 す る 困 り感 で 2.0
点 と な つ て い る。
困 り感 平 均 点
スキルアップに関する事 3.1点
校 内 体 制 に関 する事 2.6点
児 童 への指 導 に関 する事 3.0点
児 童 の実 態 把 握 に関 する事 2.7点
保 護 者 との連 携 に関 する事 2.4点
支 援 員 との関 係 に関 する事 2.0点
教 員 同 士 の連 携 や人 間 関 係 に関 する事 2.2点
担 任 としての負 担 に関 する事 2.7点
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6.8つの 主 要 な 困 り感 に 影 響 を 与 え る 因 子
(1)スキ ル ア ッ プ に 関 す る 困 り感
ス キ ル ア ップ に 関 す る 困 り感 と関 連 す る項 目 に つ い て t検定 に
よ る 分 析 を 行 つ た 。 そ の 結 果 、 有 意 差 の 認 め られ た 項 目 を 表 18
に 示 す 。
表 18 スキルアップに関 する困 り感 と関 連 項 目 に関 する t検定
ス キル ア ップ に 関 す る 困 り感 に は 表 18に示 され た 10個の 項 目
で 有 意 差 が 認 め られ た 。特 に「15。能 力 に応 じた 教 材 を 活 用 で き て
る か 」 は 強 い 関 係 が 認 め られ て い る。 ま た 、「11.年間 計 画 の 打 ち
合 わ せ は で き て る か 」「14.重複 障 害 の 指 導 法 に 関 す る 知 識 は あ る
か 」「17.児童 の 成 長 は 見 えや す い か 」「立 場 」で も強 い 関係 が 認 め
られ た 。 こ う した 事 項 の 知 識 を深 め る事 や 教 員 同 士 の 連 携 を行 う
こ と が ス キ ル ア ッ プ に 関 す る 困 り感 を 軽 減 す る た め に 必 要 な 事
だ と考 え られ る。
項 目 名 t値
11.年間計 画 の打ち合わせはできてるか ‐3.01  **
14.重複 障 害 の指 導 法 に関 する知 識 はあるか -2.80  **
15.能力 に応 じた教 材 を活 用 できてるか -436 ***
16.教科 指 導 の一 定 程 度 の知 識 はあるか -231 *
17.児童 の成 長 は見 えやすいか -277 **
20.保護 者 から沢 山 要 求 があるか 2.61  *
24.保護 者 が研 修 会 などの案 内 を持 つてくるか …2.06 *
31.特別 支 援 学 校 等 と交 流 する機 会 はありますか -2.45  *
34.学校 の中 で孤 立 感 があるか 2.48 *
立 場 …3.32 **
p〈 05* p〈.01** p〈.001***
28
(2)校内 体 制 に 関 す る 困 り感
校 内 体 制 に 関す る 困 り感 と 関 連 す る 項 目に つ い て t検定 に よ る
分 析 を行 つ た 。 そ の 結 果 、 有 意 差 の 認 め られ た 項 目 を 表 19に示
す 。
表 19 校 内 体 制 に関 する困 り感 と関 連 項 目 に関 する t検定
校 内 体 制 の 整 備 に 関 す る 困 り感 に は 表 19に示 され た 16個の 項
目で 有 意 差 が 認 め られ た 。 特 に 「2.教員 間 で 共 通 理 解 は で き て い
る か 」「4.行事 等 で 支 援 が 配 慮 で き て る か 」「10.教員 同 士 で 教 材 作
項 目 名 t値
1.校内 体 制 は整 つているか -3.89 **
2.教員 間 で共 通 理 解 はできているか -4.09  ***
4.行事 等 で支 援 が配 慮 できているか -4.34 ***
5.行事 等 で校 内 連 携 はできているか -333 **
6.急な予 定 変 更 があつた場 合 連 絡 はあるか -2.22 *
10.教員 同 士 で教 材 作 りの連 携 は取 れてるか -3.98 ***
11.年間 計 画 の打 ち合 わせはできてるか …4.53  ***
12.指導 技 術 の教 え合 いなどをしているか -2.43 *
15.能力 に応 じた教 材 を活 用 できてるか -2.24 *
20.保護 者 から沢 山 要 求 があるか 2.58 *
22.保護 者 が強 く依 存 してくるか 2.89 **
27.支援 員 の支 援 や指 導 は十 分 か -3.22  **
30.病院 や療 育 施 設 と関 わる事 はあるか 354 ***
32特別 支 援 学 級 は楽 だと思 われているか 297 **
3o.教員 としての能 力 が低 いと思 われているか 2.85 **
34.学校 の 中 で孤 立 感 があるか 3.52 ***
p〈.05* p〈.01** p〈.001***
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りの 連 携 は 取 れ て る か 」「11`年間 計 画 の 打 ち 合 わ せ は で き て る か 」
「30.病院 や 療 育 施 設 と関 わ る事 は あ る か 」「34.学校 の 中 で 孤 立 感
が あ る か 」 は 強 い 関 係 が 認 め られ て い る。 そ の た め こ う した 事 項
の 整 備 が 校 内 体 制 の 整 備 に 関 す る 困 り感 を 軽 減 す る た め に 有 効
で あ る と考 え られ る。
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(3)児童 の 指 導 に 関 す る 困 り感
児 童 の 指 導 に 関 す る 困 り感 と関 連 す る項 目に つ い て t検定 に
る分 析 を 行 つ た 。 そ の 結 果 、 有 意 差 の 認 め られ た 項 目 を 表 20
示 す 。
表 20 児 童 の指 導 に関 する困 り感 と関 連 項 目 に関 する t検定
pく.05* p〈.01** p〈.001***
児 童 の 指 導 に 関 す る 困 り感 に は 表 20に示 され た 16個の 項 目・で
有 意 差 が 認 め られ た 。 特 に 「 5。行 事 等 で 校 内 連 携 は で き て る か 」
「15.能力 に 応 じた 教 材 を活 用 で き て る か 」「17.児童 の 成 長 は み え
や す い か 」 に 強 い 関 係 が 認 め られ て い る。 そ の た め こ う した 事 項
の 整 備 や ス キ ル を 身 に 付 け る 事 が 児 童 の 指 導 に 関 す る 困 り感 を
?
?
?
項 目 名 t値
3.授業 中 、突 然 特 別 支 援 学 級 に戻 つてくるか 2.91  **
4.行事 等 で支 援 が配 慮 できているか -202 *
5.行事 等 で校 内 連 携 はできているか -422 ***
11.年間計 画 の打ち合 わせはできてるか -2.41  *
15.能力 に応 じた教 材 を活 用 できてるか 5.01  ***
17.児童 の成 長 は見 えやすいか …3.43 ***
18.児童 の個 人 差 は大 きいか 2.69 *
20.保護 者 から沢 山 要 求 があるか 2.69 **
21.保護 者 と会 う機 会 があるか -2.00 *
27.支援 員 の支 援 や指 導 は十 分 か -2.03  *
30.病院 や療 育 施 設 と関 わる事 はあるか 1.99 *
34.学校 の中 で孤 立 感 があるか 2.84 **
35.年休 はとれるか -3.18 **
37.特別 支 援 学 級 の担 任 を勧 めたいか -2.36 *
立 場 -2.67 **
免 許 の有 無 -2.24 *
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軽 減 す る た め に 有 効 で あ る と考 え られ る。
(4)児童 の 実 態 把 握 に 関 す る 困 り感
児 童 の 実 態 把 握 に 関 す る 困 り感 と関 連 す る項 目に つ い て t検定
に よ る分 析 を 行 つ た 。そ の 結 果 、有 意 差 の 認 め られ た 項 目 を表 21
に 示 す 。
児 童 の 実 態 把 握 に 関 す る 困 り感 に は 表 21に示 され た 7個の 項
目で 有 意 差 が 認 め られ た 。 特 に 「5.行事 等 で 校 内 連 携 は で き て る
か 」 に 強 い 関 係 が 認 め られ る。 そ の た め こ う した 事 項 の 整 備 を進
め る 事 が 児 童 の 実 態 把 握 に 関 す る 困 り感 を 軽 減 す る た め に 有 効
で あ る と考 え られ る。
表 21 児 童 の実 態 把 握 に関 する困 り感 と関 連 項 目 に関 する t検定
項 目 名 t値
4.行事 等 で支 援 が配 慮 できているか -2.25 *
5.行事 等 で校 内 連 携 はできているか -3.22  **
11.年間 計 画 の打 ち合 わせはできてるか -2.32  *
15.能力 に応 じた教 材 を活 用 できてるか -2.11  *
16.教科 指 導 の一 定 程 度 の知 識 はあるか -2 16 *
30.病院 や療 育 施 設 と関 わる事 はあるか 2.14 *
35.年体 はとれるか …1.98 *
pく.05* pく01** p〈.001***
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(5)保護 者 との 連 携 に 関 す る 困 り感
保 護 者 との 連 携 に 関 す る 困 り感 と関 連 す る項 目 に う い て t検定
に よ る分 析 を 行 つ た 。そ の 結 果 、有 意 差 の 認 め られ た 項 目 を表 22
に 示 す 。
表 22保護 者 との連 携 に関する困 り感 と関連 項 目に関するt検定
保 護 者 との 連 携 に 関 す る 困 り感 に は 表 22に示 され た 11個の 項
目で 有 意 差 が 認 め られ た 。 特 に 「3.授業 中 、 突 然 特 別 支 援 学 級 に
戻 つ て く る か 」「21.保護 者 と会 う機 会 が あ る か 」「22.保護 者 が 強
く依 存 して く る か 」 に 強 い 関 係 が 認 め られ る。 そ の た め こ う した
事 項 の 整 備 を 進 め る 事 が 保 護 者 と の 連 携 に 関 す る 困 り感 を 軽 減
す る た め に 有 効 で あ る と考 え られ る。
項 目 名 t値
3.授業 中 、突 然 特 別 支 援 学 級 に戻 つてくるか 3.65 ***
7.引継 ぎはスムーズに行 われたか -2.10 *
13.児童 か ら叩 か れ ることはあるか 2.59 *
14.重複 障 害 の指 導 法 に関 する知 識 はあるか -2.14 *
15.能力 に応 じた教 材 を活 用 できてるか -2.73 *
20.保護 者 から沢 山 要 求 があるか 3.15 **
21.保護 者 と会 う機 会 があるか -4.16  ***
22.保護 者 が強 く依 存 してくるか 3.61  ***
23.保護 者 はが外 部 の指 導 を押 し付 けるか 2.45 *
30.病院 や療 育 施 設 と関 わる事 はあるか 2131  *
35.年休 はとれるか 二3.38 **
pく.05* p〈.01** pく.001***
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(6)支援 員 との 関係 に 関す る困 り感
支 援 員 との 関係 に 関す る困 り感 と関連 す る項 目につ い て t検定
に よ る分 析 を行 つ た。そ の結 果 、有 意 差 の認 め られ た 項 目を表 23
に示 す 。
表 23 支 援 員との関係 に関する困 り感 と関連 項 目に関するt検定
支 援 員 との 関 係 に 関 す る 困 り感 に は 表 23に示 され た 4個の 項
目で 有 意 差 が 認 め られ た 。特 に「27.支援 員 の 支 援 や 指 導 は 十 分 か 」
に 強 い 関 係 が 認 め られ る。 そ の た め こ う した 事 項 の 整 備 を進 め る
事 が 支 援 員 と の 関 係 に 関 す る 困 り感 を 軽 減 す る た め に 有 効 で あ
る と考 え られ る。
項 目 名 t値
10.教員 同 士 で教 材 作 りの連 携 は取 れてるか -2.79 **
11.年間 計 画 の打 ち合 わせ はできてるか -2.50 *
27.支援 員 の支 援 や指 導 は十 分 か -4.48 ***
29.支援 員 から職 務 に関 する要 求 があるか 288 *
p〈.05*p〈.01** pく.001***
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(7)教員 同 士 の 連 携 や 人 間 関係 に 関 す る 困 り感
教 員 同 士 の 連 携 や 人 間 関 係 に 関 す る 困 り感 と 関 連 す る 項 目 に
つ い て t検定 に よ る 分 析 を行 つ た 。 そ の 結 果 、 有 意 差 の 認 め られ
た 項 目を 表 24に示 す 。
表 24 教 員 同 士 の連 携 や人 間 関係 に関する困 り感 と関連 項 目に関するt検定
教 員 同 士 の 連 携 や 人 間 関係 に 関 す る 困 り感 に は 表 24に示 され
16個の 項 目で 有 意 差 が 認 め られ た 。 特 に 「 10。教 員 同 士 で 教 材
りの 連 携 は とれ て る か 」「11.年間 計 画 の 打 ち合 わ せ は で き て る
?
?
?
項 目 名 t値
1校内 体 制 は整 っているか -2.38  *
2教員 間 で共 通 理 解 はできているか -3.15 **
4行事 等 で支 援 が配 慮 できているか -2.61  *
6.急な予 定 変 更 があつた場 合 連 絡 はあるか -2.86 **
8.悩んだ時 に相 談 できる人 はいるか -4.11  **
9.交流 級 の担 任 と連 携 は取 れているか -4.11  **
10.教員 同 士 で教 材 作 りの連 携 は取 れてるか -4.02 ***
11.年間 計 画 の打 ち合 わせ はできてるか -4.42 ***
12.指導 技 術 の教 え合 いなどをしているか -3.38 **
30.病院 や療 育 施 設 と関 わる事 はあるか 2.34 *
32.特別 支 援 学 級 は楽 だと思 われているか 3.80 ***
33.教員 としての能 力 が低 いと思 われているか 3.66 ***
34.学校 の中 で孤 立 感 があるか 5.18 ***
35.年体 はとれ るか =3.45 ***
36.休み時 間 は確 保 されているか -2.26 *
免 許 の有 無 2.52 *
pく.05* p〈.01** p〈001***
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か 」「32.特別 支 援 学 級 は 楽 だ と思 わ れ て る か 」「33.教員 と して 能
力 が 低 い と思 わ れ て い る か 」「34.学校 の 中 で 孤 立 感 が あ る か 」「35.
年 休 は 取 れ る か 」 に 強 い 関係 が 認 め られ る。 そ の た め こ う した 事
項 の 整 備 を 進 め る 事 が 支 援 員 と の 関 係 に 関 す る 困 り感 を 軽 減 す
る た め に 有 効 で あ る と考 え られ る。
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(8)担任 と して の負 担 に 関 す る 困 り感
担 任 と して の 負 担 に 関 す る 困 り感 と関 連 す る項 目に つ い て t検
定 に よ る分 析 を行 つ た 。 そ の 結 果 、 有 意 差 の 認 め られ た 項 目を 表
25にラ示‐ケ。
担 任 と して の 負 担 に 関 す る 困 り感 に は 表 25に示 され た 14個の
項 目で 有 意 差 が 認 め られ た 。 特 に 「8。悩 ん だ 時 に 相 談 で き る 人 は
い る か 」「11.年間 計 画 の 打 ち 合 わ せ は で き て る か 」「34.学校 の 中
で 孤 立 感 が あ る か 」「35。年 休 は 取 れ る か 」 に 強 い 関係 が 認 め られ
る。 そ の た め こ う した 事 項 の 整 備 を進 め る事 が 支 援 員 との 関 係 に
表 25 担 任 としての負 担 に関 する困 り感 と関 連 項 目 に関 する t検定
項 目 名 t値
5.行事 等 で校 内 連 携 はできているか -3.47 **
8.悩んだ時 に相 談 できる人 はいるか -4.55  ***
9.交流 級 の担 任 と連 携 は取 れているか -3.21  **
10.教員 同 士 で教 材 作 りの連 携 は取 れてるか -3.22 **
11.年間 計 画 の打 ち合 わせ はできてるか -5.49 ***
15.能力 に応 じた教 材 を活 用 できてるか -2.52 *
20.保護 者 から沢 山 要 求 があるか 274 **
22.保護 者 が強 く依 存 してくるか 2.25 *
23.保護 者 はが外 部 の指 導 を押 し付 けるか 2.44 *
30病院 や療 育 施 設 と関 わる事 はあるか 3.00 **
34.学校 の 中 で孤 立 感 があるか 4.58 ***
35.年体 はとれ るか -3.86 ***
36.休み時 間 は確 保 されているか -2.75 **
37.特別 支 援 学 級 の担 任 を勧 めたいか -2.18 *
p〈.05* p〈.01** p〈.001***
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関 す る 困 り感 を軽 減 す る た め に 有 効 で あ る と考 え られ る。
(9)多くの 困 り感 に 影 響 を 与 え て い る項 目
多 くの 困 り感 に 影 響 を 与 え て い る項 目に つ い て 表 26に示 す 。
こ こ で い う多 く の 困 り感 に影 響 を 与 え て い る項 目は 8つの 困 り感
の 内 5つ以 上 の 困 り感 に 有 意 差 が 出 た も の とす る。
表 268つの困 り感 の内 5つ以 上 の困 り感 に有 意 差 が認 められた項 目
pく 05* pく01** pく001*** 表 中 の数 値 は t値である。
表 26に示 され た 8つの 困 り感 の 内 5つ以 上 の 困 り感 に 有 意 差
が 認 め られ た 項 目は 6個で あ つ た 。 特 に 「Qll.年間 計 画 の 打 ち 合
わ せ は で き て る か 」が 8項目 中 7項目に 有 意 差 が 認 め られ て い る。
ま た 「Q15,能力 に 応 じた 教 材 を 活 用 で き て る か 」「Q20.保護 者 か
ら沢 山 要 求 が あ る か 」「Q30。病 院 や 療 育 施 設 と関 わ る 事 は あ る か 」
「Q34.学校 の 中 で 孤 立 感 が あ る か 」「Q35。年 体 は 取 れ る か 」 も 5
項 目以 上 に 有 意 差 が 認 め られ る こ とか ら、 こ う した 項 目 を 重 点 的
に 改 善 す る こ と で 特 別 支 援 学 級 担 任 の 困 り感 を 軽 減 す る こ と が
で き る の で は な い か と考 え られ る。
Qll Q15 Q20 Q30 Q34 Q35
スキル -301**=4 36***261* 1 80 2 48* 0 25
校 内 体 制 -4 53***-2 24*258* 3 54***3 52***-1 35
児 童 指 導 -2 41* 501***2 69**i 99* 2 84**-3 18**
実 態 把 握 -2 32*-2 11*0 88 2 14*1 15 -1 98*
保 護 者 -0 69 -2 73*315**231* 1 78 -3 38**
支 援 員 -2 50* 0 35 0 82 1 53 1 95 -0 34
人 間 関 係 -4 42***-1 66 1 71 2 34*5 18***-3 45***
担 任 負 担 -5 49***-2 52*2 74**3.00**4 58***-3 86***
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第 4節 ま と め
質 問 紙 の 回 収 結 果 、208校中 125校267学級 の 特 別 支 援 学 級 担
任 か ら回 答 が 得 られ た (61.9%)そこ か ら、 無 効 回 答 を 除 外 し、
有 効 回 答 は 198(45.9%)とな つ て い る。
今 回 の 調 査 で は 、 無 効 回 答 が 非 常 に 多 く、 そ の 原 因 と して 、 質
問 紙 を 作 成 す る段 階 に お い て 、 どの 学 校 に も支 援 員 が い る 前 提 で
質 問 紙 を 作 成 した た め 、 支 援 員 が い な い 学 校 で は 、 支 援 員 に 関 す
る 設 問 項 目 を 空 白 に し て い た こ と が 無 効 回 答 を 増 や し た 大 き な
原 因 とな う て い る。
基 本 情 報 に つ い て は 、 本 務 教 員 が 152人(76.8%)臨時 的 任 用
教 員 が 46人(23.2%)とA県内 の 特 別 支 援 学 級 担 任 の 約 4人に 1
人 は 臨 時 的 任 用 教 員 で 特 別 支 援 学 級 を 回 して い る こ と が 明 ら か
に な つ た 。
ま た 、 特 別 支 援 学 校 教 諭 免 許 状 の 有 無 に つ い て は 、 特 別 支 援 学
校 教 諭 免 許 状 有 り と回 答 した 教 員 は 98人(49.5%)、特 別 支 援 学
校 教 諭 免 許 状 無 し と回 答 した 教 員 は 100人(50.5%)とい う結 果
が で て お り、 こ の 結 果 は 、 文 部 科 学 省 が 発 表 した 、 小 学 校 特 別 支
援 学 級 担 任 の 特 別 支 援 学 校 教 諭 免 許 状 取 得 率 を 大 き く上 回 り、 約
半 数 近 く の 教 員 が 、 特 別 支 援 学 校 教 諭 免 許 所 を 取 得 して い る とい
う素 晴 ら しい 結 果 に な つ て い る。 しか し、 今 回 の デ ー タ で 特 別 支
援 学 校 教 諭 免 許 状 が 高 か っ た 理 由 と して は 、 回 答 が 得 られ な か っ
た 40%近い 教 員 の デ ー タ が 入 つ て お らず 、回 答 が あ つ た 教 員 を 対
象 に 分 析 を 行 つ て い る こ と が 取 得 率 を 大 幅 に 上 げ た 要 因 と考 え
られ る。 同 様 に 臨 時 的 任 用 教 員 か らの 回 答 が 少 な か っ た 原 因 と し
て は 、 送 付 期 間 が 小 学 校 の 夏 休 み 期 間 とい うこ と も あ り、 臨 時 的
任 用 教 員 が 職 場 に い な い 間 に 調 査 が 行 わ れ た こ と が 臨 時 的 任 用
教 員 の 回 答 率 を 下 げ た 理 由 で は な い か と考 え られ る。
特 別 支 援 学 級 の 経 験 年 数 に 関 して は 、 1年目が 55人(27.8%)
と一 番 多 く、次 に 2年目の 40人(20.2%)、3年目の 25人(12.6%)、
5年目の 12人(6.1%)、4年目の 10人(5。1%)と続 い て い る。
こ の 結 果 か ら も わ か る よ うに 、特 別 支 援 学 級 の 経 験 年 数 が 3年未
満 の 教 員 は 120人(60.6%)であ り、5年未 満 で も 144人(71.8%)
と、 大 多 数 の 教 員 が 長 期 的 に 特 別 支 援 学 級 を 担 当 す る 事 が 難 しい
現 状 が あ る よ うだ 。 特 別 な 支 援 を 必 要 とす る 児 童 に 対 して は 、 専
門 的 な 知 識 が 必 要 と され て い る 中 、 1年か ら 5年と言 う短 い ス パ
ン の 中 で 人 事 異 動 が 行 わ れ る た め 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 専 門 性
を 有 し な い 教 員 が 配 置 さ れ る こ と も 通 常 学 校 に お い て は あ る の
で は な い か と考 え られ る。
担 当 して い る 障 害 種 別 に 関 して は 、知 的 障 害 学 級 が 114クラ ス
(57.6%)と一 番 多 く、 次 に 自 閉 症 ・ 情 緒 障 害 学 級 の 106クラ ス
(53.5%)、肢 体 不 自 由 学 級 の 11クラ ス (5.6%)、言 語 障 害 学 級
の 9クラ ス (4.5%)、難 聴 学 級 の 6クラ ス (3.0%)、病 弱 。身 体
虚 弱 学 級 の 1クラ ス (0.5%)、弱 視 学 級 の 0クラ ス (0.0%)と続
い て お り、A県内 の 小 学 校 に お い て は 、 ほ とん どの 学 校 に お い て
知 的 障 害 学‐級 ま た はt自閉 症 ・ 情 緒 障 害 学 級 を 担 当す る 可 能 性 が
高 い こ とが 示 唆 され た 。
特 別 支 援 教 育 に 関 す る 学 校 内 で の 研 修 は 今 年 度 何 回 予 定 され
て い る か と い う問 い に 関 して は 、0回と回 答 し た 教 員 が 41人
(20。7%)、1回と回 答 した 教 員 が 69人(34.8%)2回と回 答 し
た 教 員 が 37人(18.7%)、3回と回 答 した 教 員 が 34人(17.2%)
と続 い て い る。 こ の 結 果 か ら専 門 性 が 求 め られ る は ず の 特 別 支 援
学 級 が あ りな が ら も 、 学 校 内 に お い て 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る研
修 会 は あ ま り設 け られ て お らず 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 専 門 性 が
無 い 教 員 が 担 任 を す る こ とで 、何 か し らの 困 り感 を 抱 きや す い 環
境 が 通 常 学 校 の 中 に あ る の で は な い か と考 え られ る。
8つの 困 り感 に お い て の 全 体 集 計 で は 、 非 常 に 困 つ て い る 、 少
し困 つ て い る等 の 困 り感 が あ る と回 答 した 教 員 は 、 ス キ ル ア ップ
に 関 す る 困 り感 で 169人(85.3%)、校 内 体 制 に 関 す る 困 り感 で
123人(62.2%)、児 童 の 指 導 に 関 す る 困 り感 で 164人(82.8%)、
児 童 の 実 態 把 握 に 関 す る 困 り感 で 118人(59.6%)、保 護 者 と の
連 携 に 関 す る 困 り感 で 85人(42.9%)、支 援 員 との 関 係 に 関 す る
困 り感 で 42人(21.2%)、教 員 同 士 の 連 携 や 人 間 関係 に 関 す る 困
り感 で 72人(36.3%)、担 任 と して の 負 担 に 関 す る 困 り感 で 120
人 (60.6%)と全 て の 項 目に お い て 、 特 別 支 援 学 級 担 任 は 、 何 か
し らの 困 り感 を抱 い て い る こ とが 明 らか に な つ て い る。 特 に 、 困
り感 と して の 数 値 が 50%以上 を超 え て い る 、ス キ ル ア ップ に 関 す
る 困 り感 、校 内 体 制 に 関 す る 困 り感 、児 童 の 指 導 に 関 す る 困 り感 、
児 童 の 実 態 把 握 に 関 す る 困 り感 、 担 任 と して の 負 担 に 関 す る 困 り
感 に つ い て は 、 特 別 支 援 学 級 担 任 が 抱 き や す い 困 り感 の 項 目で あ
る こ とが 結 果 か ら予 想 され る 。
8つの 主 要 な 困 り感 に 影 響 を 与 え る 因 子 に つ い て は t検定 を行
い 分 析 を 行 っ た 。そ の 結 果 、ス キ ル ア ップ に 関 す る 困 り感 で は 38
項 目 中 10項目、校 内 体 制 に 関 す る 困 り感 で は 38項目 中 16項目、
児 童 の 指 導 に 関 す る 困 り感 で は 38項目 中 16項目、児 童 の 実 態 把
握 に 関 す る 困 り感 で は 38項目 中 7項目、 保 護 者 との 連 携に 関 す
る 困 り感 で は 38項目中 11項目、支 援 員 との 関係 に 関 す る 困 り感
で は 38項目 中 4項目、 教 員 同 士 に 連 携 や 人 間 関係 に 関 す る 困 り
感 で は 38項目 中 16項目、担 任 と して の 負 担 に 関 す る 困 り感 で は
38項目中 14項目で 有 意 差 が 認 め られ た 。
ま た 、8つの 困 り感 の 内 5つ以 上 の 項 目に 有 意 差 が 認 め られ た 、
「Q ll年間 計 画 は 打 ち合 わ せ で き て い る か 」「Q15能力 に 応 じた
教 材 を活 用 で き て る か 」「Q20保護 者 か らた く さん 要 求 が あ る か 」
「Q30病院 や 療 育 施 設 と関 わ る こ とは あ る か 」「Q34学校 の 中 で
孤 立 感 が あ る か 」「Q35年体 は 取 れ る か 」 の 項 目 に つ い て は 、 特
別 支 援 学 級 担 任 を 行 う際 に 抱 き や す い 困 り感 に 繋 が る 項 目 で あ
り、 大 き な 影 響 や 関係 性 が 伺 え る。
学 校 内 で の 年 間 計 画 の 打 ち合 わ せ や 、 能 力 に 応 じた 教 材 の 活 用 、
年 体 の 取 りや す さ は 、 校 内 体 制 や 教 職 員 との 連 携 、 児 童 の 実 態 把
握 に 関係 す る と考 え られ る。 ま た 、 保 護 者 との 関係 づ く りや 、 児
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童 が 通 つ て い る病 院 や 療 育 施 設 と関 わ る こ とで 、 児 童 の 指 導 に 活
か す 事 が で き る の で は な い か と考 え る。 そ の た め これ らの 整 備 を
重 点 的 に 改 善 す る こ と が 特 別 支 援 学 級 担 任 の 困 り感 を 軽 減 す る
こ と に 繋 が る の で は な い か と考 え られ る。
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第 4章
総合考察
本 研 究 で は 、調 査 1にお い て 、 特 別 支 援 学 級 担 任 経 験 者 に 自分
自身 の 経 験 を踏 ま え 、 特 別 支 援 学 級 担 任 時 代 に 抱 え た 困 り感 に つ
い て 集 団 イ ン タ ビ ュ ー 調 査 を 行 つ た 。 そ の 中 で 、 困 り感 と して 出
て き た 発 言 を抽 出 し、 ス キ ル ア ップ に 関 す る 困 り感 、 校 内 体 制 に
関 す る 困 り感 、 児 童 の 指 導 に 関 す る 困 り感 、 児 童 の 実 態 把 握 に 関
す る 困 り感 、 保 護 者 との 連 携 に 関 す る 困 り感 、 支 援 員 との 関 係 に
関 す る 困 り感 、 教 員 同 士 の 連 携 や 人 間 関 係 に 関 す る 困 り感 、 担 任
と して の 負 担 に 関 す る 困 り感 の 8つの 項 目に わ け られ る こ とが で
き た 。 ま た 、 困 り感 と して 出 て き た 発 言 を 上 記 の 項 目に 分 類 す る
こ とで 、 特 別 支 援 学 級 担 任 が 抱 えや す い 困 り感 に つ い て 把 握 す る
こ とが で き た と考 え る。
調 査 2では 、特 別 支 援 学 級 担 任 が 抱 え て い る 困 り感 を 把 握 す る
た め 、 特 別 支 援 学 級 担 任 の 困 り感 に 関 す る 質 問 紙 調 査 を 行 つ た 。
そ の 中 で 、 特 別 支 援 学 級 担 任 は 、 数 多 くの 困 り感 を抱 え て い る こ
とが 明 らか に な っ て い る。 そ の 中 で も 、8つの 困 り感 の 全 体 集 計
結 果 で は 、 ス キ ル ア ップ に 関 す る 困 り感 と児 童 の 指 導 に 関 す る 困
り感 で 、 全 体 の 80%以上 の 教 員 が 、何 か し らの 困 り感 を 抱 え て い
る現 状 が 伺 え た 。
ま た 、 校 内 体 制 に 関 す る 困 り感 や 、 児 童 の 実 態 把 握 に 関 す る 困
り感 、担 任 の 負 担 に 関 す る 困 り感 も全 体 の 50%以上 の 教 員 が 困 つ
て い る と回 答 して お り、 困 り感 を 軽 減 す る た め の 対 応 策 を 検 討 す
る必 要 が あ る の で は な い か と考 え られ る。
特 別 支 援 学 級 担 任 の ス キ ル ア ップ に 関 す る 困 り感 や 、 児 童 の 指
導 に 関 す る 困 り感 を 軽 減 させ る た め に も、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る
知 識 や 専 門 性 を 向 上 させ 、 特 別 支 援 学 校 教 諭 免 許 状 の 取 得 が 望 ま
れ る の で は な い か と考 え る。 特 別 支 援 教 育 の 在 り方 に 関 す る調 査
研 究 協 力 者 会 議 (平成 15年)の報 告 で は 、 障 害 の あ る児 童 へ の
質 の 高 い 教 育 を 考 え る に 当 た り、 障 害 の 程 度 、 状 態 に 応 じた 教 育
や 指 導 の 専 門 性 が 確 保 され て い る こ とは 必 要 で あ り、 教 科 指 導 や
自立 活 動 の 指 導 を 通 じて 児 童 と関 わ る教 員 は 、 障 害 の あ る児 童 の
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身 近 な 理 解 者 で あ り、 児 童 の 指 導 に 直 接 関 わ る 教 員 が 、 特 別 支 援
教 育 の 中 で 重 要 な 役 割 を 果 た す 必 要 が あ る と され て い る。 しか し、
特 別 支 援 学 級 の 担 当 教 員 は 、 か な りの 割 合 で 特 別 支 援 学 校 教 諭 免
許 状 を有 しな い 状 況 に あ り、 専 門 性 を 担 保 す る とい う意 味 で も特
別 支 援 学 校 教 諭 免 許 状 の 取 得 に 向 け た 研 修 の 充 実 を 図 る 事 が 必
要 で あ る と考 え られ て い る (特殊 教 育 の 改 善 ・ 充 実 に 関 す る調 査
研 究 協 力 者 会 議,平成 9年)。 実 際 、 調 査 2でも 、 特 別 支 援 学 校
教 諭 免 許 状 を 取 得 して い る と回 答 した 教 員 は 、 特 別 支 援 学 校 教 諭
免 許 状 を 取 得 して い な い と回 答 した 教 員 よ り困 り感 が 少 な く、 特
別 支 援 学 校 教 諭 免 許 状 を 取 得 す る事 で 、 特 別 支 援 教 育 に 必 要 な ス
キ ル が 身 に 付 き 、 児 童 の 指 導 に も上 手 く応 用 で き て い る の で は な
い か と考 え られ る。 これ らの 事 を踏 ま え る と、 特 別 支 援 教 育 に 関
す る 専 門 性 の 確 保 は 重 要 な 項 目に な る と考 え る。 しか し、 通 常 学
校 の 場 合 、 特 別 支 援 学 校 教 諭 免 許 状 の 区 分 と対 応 して い な い 、 言
語 障 害 や 、 自 閉 症 ・ 情 緒 障 害 な どの 専 門 性 の確 保 な ど、 軽 度 の 障
害 の あ る 児 童 に 対 す る 指 導 の 専 門 性 の 在 り方 に つ い て も 問 わ れ
る た め 、 今 後 、 そ の 部 分 に つ い て も専 門 性 を検 討 す る必 要 が あ る
の で は な い か と考 え られ る。
次 に 、 校 内 体 制 に 関 す る 困 り感 や 、 担 任 の 負 担 に 関 す る 困 り感
を 軽 減 させ る た め の 対 応 策 を 検 討 して い き た い 。
小 学 校 の 特 別 支 援 学 級 に'つい て は 、 児 童 の 障 害 の 状 態 が 多 様 化
して い る た め 、 そ れ に応 じた 様 々 な 教 育 課 程 の 編 成 と実 施 が 求 め
られ て い る。 ま た 、 通 常 学 級 と特 別 支 援 学 級 の 交 流 が 積 極 的 に 行
わ れ る よ うに な つ て は き て い る が 、 特 別 支 援 学 級 の 児 童 に 対 す る
指 導 は 、 特 別 支 援 学 級 担 任 だ け に 任 され る場 合 も 多 く 、 孤 立 しが
ち との 声 も 聞 か れ る。 こ の た め 、 特 別 支 援 学 級 を 学 校 全 体 で 支 援
す る と と も に 、 通 常 学 級 の 児 童 に も理 解 ・ 啓 発 に 努 め る な ど、 学
校 全 体 で 特 別 支 援 学 級 に お け る 教 育 の 充 実 を 図 つ て い く こ と が
必 要 で あ る と述 べ られ て い る (21世紀 の 特 殊 教 育 の 在 り方 に 関 す
る調 査 研 究 協 力 者 会 議 ,平成 13年)。 しか し、調 査 2の結 果 か ら
も示 唆 で き る よ うに 、 校 内 体 制 に 関 係 しそ うな 項 目で あ る 交 流 学
級 で 学 ぶ 時 間 に も 関 わ らず 、 児 童 が 支 援 学 級 に 戻 つ て く る こ とや 、
教 員 同 士 で 教 材 作 り、 年 間 計 画 の 打 ち合 わ せ 、 指 導 技 術 な ど教 え
合 い な ど を し て な い と 回 答 した 教 員 の 学 校 で は 連 携 が で き て な
い 事 が 予 想 され 、 ま た 、 特 別 支 援 学 級 担 任 は 能 力 が 低 い と思 わ れ
て い る教 員 は 、全 体 の 4人に 1人の 割 合 で あ り、 学 校 の 中 で 孤 立
感 を感 じて い る と回 答 した 教 員 も 3人に 1人と多 くの 教 員 が 困 り
感 や 負 担 を感 じて い る現 状 が あ る よ うだ 。 こ の こ とか ら、 学 校 の
中 で 教 員 同 士 の 連 携 が 上 手 く取 れ て な い 事 で 、校 内 体 制 に 関 す る
困 り感 や 、 担 任 の 負 担 に 関 す る 困 り感 に 大 き な 影 響 を 与 え て い る
こ とが 考 え られ 、 教 員 同 士 の 連 携 が 上 手 く取 れ る こ とで 、 校 内 体
制 や 担 任 の 負 担 に 関 す る 困 り感 の 軽 減 に つ な が る の で は な い か
と思 う。
今 後 、 特 別 支 援 学 級 担 任 だ け で な く、 管 理 職 を は じ め と した 教
職 員 が 一 人 一 人 の 障 害 の あ る 児 童 に 対 す る 理 解 や 指 導 上 の 専 門
性 を 高 め る こ とで 、 組 織 と して 一 体 と な つ た 取 り組 み が 可 能 と な
る よ うな 学 校 内 で の 支 援 体 制 の 構 築 をす る こ とが 求 め られ る (特
別 支 援 教 育 の 在 り方 に 関 す る調 査 研 究 協 力 会 議 、 平 成 15年)。 ま
た 、 各 都 道 府 県 や 、 教 育 委 員 会 の 中 で 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 法
整 備 等 を しっ か り行 い 、 教 員 に 対 して も研 修 制 度 の 充 実 や 、 特 別
支 援 学 級 の 在 り方 を 考 え る こ とで 、 特 別 支 援 学 級 担 任 の 困 り感 が
少 しは 軽 減 で き る の で は な い か と考 え る。
本 研 究 の 課 題 と して 、 調 査 1にお い て 、 特 別 支 援 学 級 担 任 が 抱
え る 困 り感 を集 団 イ ン タ ビ ュ ー で 問 い 、調 査 2では 特 別 支 援 学 級
担 任 の 困 り感 を 質 問 紙 調 査 で 明 らか に した 。 しか し、 調 査 2の質
問 紙 調 査 で は 、 自 由 記 述 箇 所 を設 け な い とい う工 夫 は 施 した も の
の 、 全 て の 学 校 に 対 して 、 支 援 員 が い る等 の 前 提 で 進 め た た め 、
有 効 回 答 が 伸 び 悩 む 結 果 とな つ た 。 ま た 、質 問 紙 調 査 の 198人と
言 う結 果 だ け で 、 どれ だ け 一 般 化 で き る の か とい う こ と に つ い て
は 不 安 を残 した 。 ま た 、 限 られ た 研 究 期 間 の 中 で 、 調 査 1と調 査
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2を分 け て 行 う とい う計 画 を た て た 。 調 査 1は調 査 2を進 め る に
当 た り、 重 要 な 土 台 とな る た め 、 丁 寧 な 分 析 が 必 要 で あ り、 で き
る だ け 早 い 時 期 に 行 う こ と が 適 切 で あ る と考 え られ る 。 しか し、
調 査 2にお い て 、8月中 とい う、 夏 休 み の 中 旬 とい う期 間 を設 定
した た め 、本 務 教 員 以 外 の 回 答 率 が 低 く、調 査 2の調 査 期 間 に つ
い て も 、 も う少 し検 討 す べ き で あ つ た と言 え る。
最 後 に 、 本 研 究 は 小 学 校 特 別 支 援 学 級 担 任 の 困 り感 に 着 日 して
進 め て き た が 、 具 体 的 な 検 討 を十 分 に 触 れ られ な い ま ま と な っ た 。
本 論 文 の 中 で も述 べ て き た よ うに 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 専 門 性
を 向 上 させ る こ とや 、 校 内 体 制 の 整 備 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る研
修 会 に つ い て 重 要 で あ る こ と は 述 べ て い る が 、 問 題 解 決 と な る 明
確 な 答 え を 見 つ け る こ と は 厳 しい 現 状 で あ る。 だ が 、 今 後 も通 常
学 校 に 特 別 な 支 援 を 必 要 とす る 児 童 生 徒 は 増 え る こ と が 考 え ら
れ 、 これ か ら先 も 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 法 整 備 や 、 校 内 体 制 、
教 職 員 との 連 携 や 、研 修 会 な どに つ い て の 在 り方 を 考 え て い く必
要 が あ る と考 え る。     ｀ヽ
今 回 、 こ の 研 究 と通 して 、 小 学 校 特 別 支 援 学 級 担 任 が 抱 え る 困
り感 に つ い て 考 え る機 会 と な つ た こ と は 大 変 有 意 義 で あ っ た 。 今
後 こ の研 究 が 、 小 学 校 特 別 支 援 学 級 担 任 の み な らず 、 教 育 そ の も
の の 在 り方 に つ い て も再 考 す る契 機 とな り、 ま た 、 そ の 可 能 性 の
広 が りに 寄 与 す る事 を 期 待 す る。
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インタビューガイ ド
特別支援教育専攻 障害科学コース
石倉ゼミ 島袋大地
研究テーマ
「特別支援学級担任の困り感について」
I 目的   .
特別支援学級担任の中には、特別支援教育についての経験や知識が乏しく、又、学校に
よっては輪番や臨採で特別支援学級担任を担当しているという現状も少なくない。
そのため、特別支援学級担任になった際に多くの困り感を抱えていることが予想される。
そこで、本インタビューでは、特別支援学級担任がどのような困り感を抱えているのか、
その内容について整理し、併せてその軽減に貢献し得る対策の糸口を見出すことを目的と
する。
Ⅱ 対象
特別支援学級担任経験のある大学院生
。障害科学コース1名
・コーディネーターコース 1名
・臨床心理学コース 1名
。学校心理 。発達健康教育コース 1名
(後、1～2名加わる予定である。)
Ⅲ インタビュー内容
1)特別支援学級担任だつた時に、学習面や生活面の指導で困つたこと。
2)特別支援学級担任として、特別支援教育に関するスキルアップのために行うたこと。
3)学校内の教職員との連携で良かつたこと、困つたこと。
4)保護者との連携で良かつたこと、困つたこと。
5)特別支援学級担任だった時に感じていたス トレスについて。
6)その他
Ⅳ 実施日。実施場所
2月3日(月)16:00～17:30  共通講義棟 305号室
V 方法
・グループインタビューを行 う。なおインタビューに際しては司会が全体進行を行 う。
・インタビューに際してはICレコーダーによる録音とビデオによる録画を行う。
(研究終了時にデータは全て消去し、個人が特定される形で公開されることはありません。)
特別支援学級担任の困り感について
グループインタビュー文字起こし
発言者 内容 備考
司会 皆さん集まって頂きありがとうございます。今日は私のゼミの可愛い後
輩の島袋君が研究で「特別支援学級担任の困り感について」やりたいと
いうことで、研究の一環ということで、現場の経験のある先生方にお話
を伺いたいなということで、無理を言つて集まって頂いたと思います。
ありがとうございます。
島袋君から沖縄のお土産が届いておりますので、全然食べながら飲みな
がらで結構ですので、適宜お話して頂けたらと思います。
私は障害科学コースのSです。一応今日の司会という事なんですけど、
そんなにリー ダ,シップと言うかグイグイ引つ張りませんので、楽に自
由に、お話を交わして頂いたらと思います。時々、次の話題に行きます
ねとか、振りますので、後はフリー な感じでお話して頂けたらと思いま
丸
今日はすでにお配りしてあるインタビューガイ ドの内容に沿つて1番
から順番にお話を聞いていくんですけど、きつとそれぞれ見たことある
なと思われる先生方だと思うんですが、一応、所属と小学校の特別支援
学級をしていた時の期間、どのぐらいの期間支援学級をしていたのか
と、その時自分が免許を持つてたかどうかを合わせて情報として言つて
もらえたらと思うんですが、はい。一言ずつ自己紹介をお願いします。
A先生 コーディネーターコースM2のAです。K市の小学校の現職です。
通常学級をほとんど担任しておりまして、特別支援学級は免許無しで1年
間だけさせて頂きました。今日は島袋さん以上に私の方が勉強させてもら
おうと思つています。宜しくお願いします。
B先生 はい。え―っと。学校心理発達健康教育コースのBです。H県のM市の現
職です。特別支援学級は免許は持っていませんでした。肢体不自由学級の
担任を3年間しました。どういうわけか、今日呼ばれました。宜しくお願
いします。
C先生 障害科学コースのCです。N県の小学校で勤めています。特別支援学級は
8年くらい見てるかなと思います。免許は学部の時に取つたのは取つたん
ですが、1から勉強したいなと思つています。宜しくお願いします。
D先生 学校心理健康教育コースのDです。 10年ほど前に3年間特別支援学級を
しました。免許は持っていません。その当時の学校が2～3年サイクルで
特別支援学級の先生が変わるシステムだったので、全くのド素人でやつて
ました。宜しくお願いします。
E先生 臨床心理学コースのEです。M2です。N県の現職です。ここに来るまで
の直前の2年間が特別支援学級で無免許です。
司会 はい。ありがとうございます。では早速インタビュー内容の方に移つてい
きたいと思います。まぁ―話しながら思い出していつたりとか、他の人の
話を聞きながら、あ―そういえばこんなこともと、出てくると思うので、
適宜挙手していただくなりして、意見交換していくような形でやつて行け
たらと思います。思い出しながら、話しながらいくような形で、お願いし
ます。
1番目が「特別支援学級担任だつた時に学習面や生活面の指導で困つたこ
と」という事なんですが、なんでも結構です。小さなことでも、後から思
い出したつて言つてくれてもいいので、まずなんか、そういえばと思いつ
くこととか、あればお話しして頂きたいと思うんですが。最初は1贋番に回
していきましょう力、
A先生 事前に頂いていたので、思い出しながらメモしてたんですけども、やつぱ
り通常級の担任が長かつたこともあつて、特別支援学級に入つた時に、8
人の子ども達を2人の教諭で見ていたんですが、もう一人の方も裏付けの
方で二人とも専門的な知識が無かったので、子ども達の実態把握をする上
で、この子にはこういう学習が必要でつていうアセスメントというか実態
把握をするのにまず困りました。
食事についても8人8用で、でも、2人の先生しかいないので、食事や給
食指導についても、保護者の方に話を聞きながらとかだつたんですけど、
一人一人のニーズが掴めない。それにあつた支援がなかなか専門性が無い
ために、見つけることができないという点で困りました。
全ては自分の知識の無さ、力の無さから起こった事なんですが、そんなこ
とで最初は困つた事と、引継ぎが前の先生からあつたんですが、同時に二
人が変わつて二人とも新しく特別支援学級だつたので、子ども戸惑います
けども、私達も日頭で引継ぎだったので、わかつているようで、実は全然
引継げなかったので、それが指導に活かせなかつたのがちょっと最初困つ
た事です。
司会 はい。ありがとうございました。次にB先生。
B先生 はい。だいぶ前なので、十何年前かな、思い出すと、当時、肢体不自由学
級で、私の対象の見た子が1年生で、入学時からだったので、そこの学校
に新たに、対象の子が脳性麻痺の子で来られるという事で新設で肢体不自
由の子は初めてで、結構重複を抱えてて。
経緯を言うと、一度先生決まってダメになつて、次の先生決まつて、ダメ
になって、それで私となつたので、学級担任つて割と早目に決まるんです
よね。それがちょつといろんな事情で、まぁ―初めての子という事もあつ
て、横のつながりも無いとか、学習面のどこまで理解できるのかとかくそ
ういう部分も話できなかつたとか、生活面で言えば、食事の面や、介助の
面とか、まぁ、あらゆる面で、結局始まつてから、ちょつとずつ覚えてい
ったという事で、出だしはかなり不安だつたという事で、やっぱり指導で
困つた事は横のつながりとか、市内にもあまりいないという事で、そうい
う面が困りましたね。
通常学級だと教科でね、何か脳んでるとかだつたら、詳しい先生に聞いた
りとか、そういう面ではたやすくできるけど、そういう部分はちょつと当
時は困つたかなと思います。
司会 はい。次、C先生。
C先生 えつと、何人か持つたんですけど、子どもによって実態が全然違ってて、
まぁ、読み書きをしてる子もあれば、一番重たかつたのは、自閉症のお子
さんなんですが、発語が無くて、こちらの事を真似する事もできなくて、
というお子さんが、一番難しかつたかなと思つています。
まぁ、読み書きができるお子さんも、漢字とかも練習しても、練習しても
定着しなくて、もつとできる方法を私が知ってればt言つてすぐできるか
なと思つたりとか、自分のスキルが無いために、この子に十分に力を付け
られてないのかなとか不安も持ちながら、子どもと向き合つてきました。
重い子を持つときは、もつとわからなくなって、自分も小学校にいるので、
勉強も国語、算数という感覚でいたんですけど、そういう事ではなくて、
生活のことで給食を食べるだとか、 トイレの自立だとか、そういうことを
一つ一つ教えてもらいながら、やったんですけども、自分も手探りで、今
思ったら、子どもの実態把握ができてなかったのかなと思つています。
D先生 色々あるんですけど、私が持った時に、それまでの支援学級のありかたは、
わりと国語と算数の勉強を教科書に沿つてとか、ちょつとかみくだいてと
か、少し遅れている内容とかをやる感じだつたんですけど、そのなった年
に一緒になった先生が、いろんな学校でずつと支援学級をしていた先生と
組ませてもらつて、本当にそれではダメだという事で、教科書をやってて
も意味がないというところから、本当に先ほど言われていたように、自立
していくためにどんな力が必要で、どんな事ができるかというアセスメン
トからしないといけなかったのが、自分はいろいろ力不足だつたなと。
それから保護者の方に、ずっとやってきたこととガラッと変わって、やる
ことの説明をしていかないといけない事の不安とかがありました:
重度自閉症で多動で、知的にも遅れが合つた、力を付けるためにどんな教
材が良いのかとか、今までと180度違うので、なかなか難しかったです。
E先生 4人男の子ばつかりで、学年もバラバラで、自開症の子が2人と、知的障
害の子が2人いたんですけど、皆さんもご存知の通り、学習でも個人差が
あるので、まぁ、一人=人対応すると、対応してるうちに失敗を嫌いな子
が何かで間違ってパニックを起こして、人に向かつてくるパニックだった
ので、それを押さえている間に遊びだすとか、というのがあつて、振り回
されるような気がします。
後は、前の担任の方が色々と熱心に学習指導とかされてて、割と机に向か
って45分やるような感じで鍛えてたので、なんか私が入つたことで、そ
れを崩してしまったかのような感じがして、これで良いのかなと抱えなが
らやっていました。
1資料刻
司会 やつぱ、先生方から出た中で、実態把握とかアセスメントのところでつま
ずいてたり、困つたりというような感じが全体にあるのかなと聞いていた
んですけど、そこからこの子に必要な力はどうやつてつけるのつていう所
が指導で難しかつた所なのかなと。
でも、その時にD先生のように、一緒に組んだ方が良くご存じでとか、勉
強できてと言う場もあれば、なんかこうB先生のように全く初めてでとい
う感じもあつたのかなと思つたりもしました。
なん力功日えて、こんなこと思い出したとか、ちょつと言つておこうかみた
いなのがあれば、どうです力、
D先生 教材作りが難しかつたですね。
なんかこういう事をして力を付けるために、じゃあtどんな教材をとか、
プリントをさせるわけではないので、だからどういう風な教材が良いのか
とか、どうしていつたらいいのかとか、わからなくて、私は今まで通常学
級でアバウトなヒドイ教え方をしてたのかなって。
本当にわからない子にわからすつて、そこの原点がスゴク難しくて、なか
なかうまくできなからたですね。
A先生 教材作りもスゴク大変なんだけど、やつぱそれが複数の人数に同時に教え
るとなると、やらばりできなくて、あなた一人でこれやつといてって言う
てるとtE先生がおっしゃったように、こつちでパッと弾けて、全員がわ
ちゃわちゃしちゃうので、その子に合つた教材作りも大変だし、授業自体
も人手が足りないというか、う―ん。           :
今日はこの子にしばろうとか、この単元はこの子にしばろうみたいな所を
決めて、全然わからん二人で相談して、この教材のこの間はこの力をつけ
ようねみたいな、一年間のスパンで考えてやるようにしてたなと、今、思
い出しました。
司会 人手が足りない。そうですね。
A先生 ボランティアの方も来て下さるんですけども、やつぱリケガはさせないと
いう必要最低限の所の保証でいて下さるので、指導となるとやつぱり打ち
合わせの時間も無いですし、免許があつてきてるわけでもないし、教員免
許があつてきていただいてるボランティアでもないので、ホントにケガが
ない程度にぐらいでなので力亀
D先生 2つあって、個々のことであったら、例えば、さつきの重い自閉症の子に
雲梯をさせようかなと思つたんです。まぁ、それが合つていたかはおいと
いて、ここから全然出れないし、(雲梯ぼうにぶら下がり、前に出る様子)
両手で次の所に行こうとするので、片手ずつ交互に手を出すことができな
いんです。どうしたらいいのかなと思つて、右手をつかんで、右手は次は
ここだよとかやっても伝わつてないし、抱っこして次に行かそうとしても
全然ピンときてないし、どうしたらいいのかなと一時間悩んだ最後に、次
につかむ場所を指示したらできたんですよ。そういう、どう伝えたら伝わ
るとか、わかんないまま、葛藤してる時間が長い。
E先生もおつしゃつてたんですが、私は一対一だつたのでワーつてなる部
分はこれから経験するのかなと思います。やっぱリパニックになったらお
さまらないし、次の学習に繋がっていかないので、大きくなる前に力尽け
ないといけないのに、アウトみたいになっちゃって、次に行かないことに
私も焦つてたりしてたなということと・・・。
後は、運動会とか音楽界に参加させようということでスゴク悩みました。
通常学級の子の基準で出し物が決まっていくので、その中で何がさせられ
るかなつて悩みました。
B先生 自分もそうなんですが、大変やったな。学年ちゃうとか、たぶん個別指導
の時間、もしかしたら4人いたら一人対応してて後は音楽言つてるとか、
そんなんは無いんですか?
E先生 それはありましたね。交流学級に行ってる間に個別と力、
B先生 個別の方が一日とか、週に何回あるとか
E先生 日にちは別々ですね。この時間だけ過ぎていけばいいのになとかね。ずつ
とこれだつたらいいのにと力、
B先生 その辺はお一人で抱え込んじゃうって感じですか。例えば管理職にちょつ
といろんな、言うたら時間割の中での弾力的運用みたいな、他のいろんな
校務文書をもつてるような先生がカバーしに来るとか、ボランティアの方
もそうですけど、指導の面で難しいですもんね。
A先生 なんていうのかな、校長先生の特別支援への思いの強い管理職である学校
は、高学年が音楽や図工の専科で空いているときに、2週間に一時間は特
別支援学級に入るつて制度を作つていた学校があつて、その時はもちろん
教員免許も持って下さつてるし、ずつと同じ職場にいる先生なので、休み
時間の間でもこの教科を2年生程度の指導で行きますみたいな事で簡単な
打ち合わせもできるので、学校によつては、やり方がスゴク組織化されて
て、ありがたいなって。
B先生 学校によりますね6
A先生 よりましたね。組織化されてた時の学校では私は通常学級の方の担任だつ
たので、あたしなんかが特別支援学級に行つて何が教えられるんかなつて
いう逆の心配が。その子のこともよくわかつてないのに、教えられるのか
つていう逆の不安はあつたんですけど、でも、特別支援学級の担任をやっ
た時は、そういう組織化されてない学校だつたので、誰か一人でも来てつ
て思いました力乳
B先生 ようは、学校によるとか、管理職によるつていう声はあるんやけども、そ
れつて何なんかなつて。まぁ、又後々考えてもらったらええんやけど、そ
れの要因とかは何なんなのかなつてしつて言うのは、今日話してね、出て
くるかもしれへんし、ようは、あの管理職だったら良かったのにねとか言
うんやけど、なんとかできひんもんなのかなつて、みんなでね、変えれる
力とかいう。そういうのは自分もしてないだけにオ礼 複数つて大変ですね。
C先生 連絡帳とかどうされてたんです力■複数学級の時と力、
E先生 4人とも四者四用というか。今日一日あつたことを書いて、時間割りは一
週間分渡すので、時間割りは特に書かずに、一日あつた事。
C先生 学級での連絡とかあるじゃないですか、交流学級のとか、急にくるやつと
かね。
E先生 10回中5回は言つてもらってましたけど、5回はほつとかされてる感じ
なので、そん時は困りましたね。
向こうはやつぱり忙しいですからね。だから忘れることもあつて。
司会 T人で複数見て、対応っていう所も困るところがある。
いよいよこれから出てくるかという所ですが、ちょつと次の所に行かせて
ください。「特別清学級の担任として特別支援学級担任のスキルアップのた
めに行った事」という事で、何かこう、こんな事がつていうのを教えて頂
きたいんですが。ちょつとこれも順番に聞いていきますれ
E先生 スキルアップは研修会出まくりみたいな。
夏休みとかはほとんどあれば出るみたいな。後は本とか 。・・。
ほとんどそれでした力亀
そういうのを熱心にやりだしたのが、通常学級で問題行動が多い子を相手
にしてる時にやっていたので、まぁ、それがこう自分に残つてて、特別支
援学級でも活かせるかなと思って行ったんですけど、それでもやつぱり全
然足りないというか知識とか力が足りないという力、 特別支援もいろんな
問題あるんだなと感じましたけどオ亀
D先生 支援学級の担任が3人とか4人とか5人とかだつたので、とにかく話し合
いをしました。
教材も一緒に作つたりだとか、先ほど言った重度自閉症を持った時に保護
者、母親だけだろたんですけど、物凄く熱心で、学校に対しての欲求も凄
くて、とにかく凄かつたんですが。そのお母さんがこんな研修会あります
よとか、いっぱい持ってきてくれたので、できるだけ行くようにしてまし
た。わりと遠いところまで行ったりとか、そんなこともしてました。
C先生 だいたい一緒です。特に重い子を持った時にこれはアカンと思つて、いろ
いろ研修行ったんです。本とかも読んだんですけど、聞いた話とそこの持
つてる子の発達段階が合わなかったりして、即活かせない事があつたりだ
とか、それからいくつか聴きに行くと、先生によつておつしゃることが違
うので、どっちがいいのかなというので、自分の中で混乱してしまって、
なんかこうパシッてこれに行くってのが決められなかった時もあつて、そ
んな悩みもありました。
B先生 え―っと。似てる部分。ちゃうのは、肢体不自由だったのね、小さいころ
からその子は、その、なんていうかな、外部機関に行つていたんですよ。
ようは、ここの講義でも出てくる作業療法とか、そういうのに行かせても
らって(そこの切り口に学校現場で何が使えるかなって思つて。外部機関
でやつてること、その子にあったこと、月ヽさいときからずっとやって積み
上げてきたもので、その子にできることつてなんやろなっていうので、行
かせてもらったのは大きかったなと思います。
スゴク心に落ちてるのは、そこは元々病院なんですよね。そこの先生と話
していたのは、病院は治療する所で、学校は教育するところやからって言
う風に言われてね。その辺があぁ―凄くなんとかせなあかんというね。皆
さんも思らてると思うけど、その辺が学校が学校での取り組みとが、でも、
それに固執する事もなく、外部機関との連携も高めつつ、なんか良い方向
に作られたらいいなとそういう感覚でやってたんでね。スキルアップした
かどうかはわからないけれどもやらせてもらいました。
A先生 特別支援学級担任になったと同時に平―ディネーターもすることになっ
て、K市ではコーディネーターの初年度って何十回つて研修が組まれてて、
それと重ね合わせて発達障害とか、特別支援教育の研修に参加する事が増
えたので、夏休みもN県もそうかもしれないんですけど、ビッシリあつた
のが良かつたかなと。
それと中学校区のその小学校のいくつかの特別支援学級の先生が集まっ
て、意見交換だとか交流だとかその中学校の先生を交えてする会がK市で
はあるので、その時に他の学校でされている指導方法だとかを教わるつて
いう。横の連携というか、ガヽ中の連携で、まぁ小つちゃいんですが、それ
を基準というか頼りにしてたところがありま丸
司会 市とかで研修が用意されてるという場合だと、まぁ行きやすいというか、
まぁ、お母さんから研修を教えてもらつて行くとかもいいし、学校の中で
研修が十分に用意されてるつてのはあんまり無いんですかね。
先生方 ないね。
司会 無いです力、
E先生 逆にこっちが持ちかけないとれ
D先生 うちは特別支援コ,ディネーターが別にいて、凄くしっかりした方だつた
ので研修会開いたり、色々外部から講師を呼んで来たり、そんなんがあっ
たりとか、そういうのが結構ありました。校内でいろんな工夫とかt普通
のクラスでも出来るような工夫とかね。交流をやったりね。
司会 フフフフ。そんな所もあるのねって顔してます力礼 ありがとうございます。
多くは研修会に行かれてたりだとか、本で勉強されたりだとか、市内や同
僚の先生に聞くとか、近隣の学校の先生と交流があつたりだとか、そうい
う所で自分たちはスキルアップしてきたのかなと思います。また、思い出
したら話して頂けたらと思います。ちょっと次に行きます。
次の所は「学校内の教職員との連携」先ほどの話ともつながってくると思
うんですが、教職員の連携で良かつたこと、困つた事つてのもあつたらお
話して頂けたらいいんですけども、そのあたりの部分はどうでしょう力Ъ
フリー な感じでお話していただけたらいいんですけど。
E先生 連携ですか?。
司会 連携です。
E先生 あの―交流先の担任の先生が、非常に気にかけてくださると、その子自体
も凄く伸びていつた感じがしますね。学級担任の先生がどのくらいこつち
を向いてくれるかですね。中にはね、全くいないものとされる先生もいら
れますしね。
B先生 それは大きいですね。そういう時って理解がある無しで言うたら、ある方
は懇談会とかはどんな感じです力、
E先生 一緒にやってくれますね。時間を別に設定してくれたりと力私 もちろんプ
リントもくれるしね。
A先生 その時はできなかったんですけど、理解を得られない先生に、アプローチ
できないんですよね。なんか逆に、疎外感と言うか、この先生は理解とか
協力得られないんやなと、どっかで諦めてしまうというか、なんかなんだ
ろう特別支援学級の担任つて悪い 。・。
なんやろななんかウマイ言葉が出てこないんですが、なんか自分達とは違
うでしよみたいな疎外感を感じることもそういう先生もいてはつたし、で
も子ども達のために絶対アプローチしなければいけないのに、それがその
時はできなかったんですよ。
D先生 凄く恵まれてて、初めはそんな感じだったんですけど、2年目に変わられ
た、先ほどの話で校長先生が支援学級をとつても大事にしてくれてて、支
援学級の先生がリー ドしなさい的な事を職員の前で言つてるし、コーディ
ネーターを担任じやなくて別につくつて下さつたので、その方も凄く発信
をどんどんしてくださつたんですよね。だから、先ほど言つてた音楽会と
か、運動会で何をするかとか、そこから一緒になつて考えていく。それで
この子にはどんな楽器とか、どんな風にするかとか、そういう事も含めて
学年の中に入つてできるようなそういう場があつたんですけども、
ただ個人的に担任が中々その時は、教室で勉強みられないから、はい、じ
ゃ―支援学級いつてらつしゃい的な感じで送られて、こっちは他の2人と
か、3人とか授業してるのに、その子がポーッときたりとか、アレ?って
いう感じで、そういう事もよく合つて、だから、連絡ノー トの予定を急に
変更しないで、朝の時点で変更します的な連絡があつたりとか、なんかそ
んな事しながら、とにかく、まぁ、とにかくでした。恵まれてても色々あ
りました。
C先生 私です力Ъ 話し出したら色々あるんですが、ポイントはやっぱり、障害持
つてる子どもの事を先生方に共通理解して貰えてるのかなっていうことか
なつて思います。
例えば、今思ったら私の伝え方も悪かつたのかなつておもうんやけど、さ
っきから出てきている重い子がトイレに行きたい時に、こうやつてオシッ
コ、オシッコってシャツを上げ下げして知らせてくれるんですけど、私運
動会かなんかの準備かなんかで、外れないといけなくて、その子を職員室
にいる先生にお願いしてたんですけども、戻つてきたら、その子こうやつ
て必死に私に訴えてたんです。私としては事前にオシッコ行きたい時にこ
うやって伝えるらてのを伝えたつもりになつてたんだけれども、まぁ、ち
ょっと念押しが足りなくて、先生方にこの子は伝えてたと思うんだけど、
伝わつてなかったことやとか、何ができて、何ができんくて困つてるのと
か、私は一対上で子ども持つていたので、楽やろとよく言われました。
A先生 あぁぁぁ―それめっちゃわかる。私も特別支援学級の担任になつて初めて、
通常学級の先生が、私達の方が人数多いねんから大変に決まってるやろみ
たいなとか、特別支援って楽でいいねってポーッて言われたこともあつた
し、えぇぇ―って思いながら。
C先生 なんかね、家庭訪間とか他の先生がいってはる時に、支援学級の先生ひま
やからこれやつといてって言われるんやけど、私は今、教材作りたいねん
とか思って。
A先生 スゴイ楽みたいに。だから私もそういう態度だつたのかなって逆に反省も
したんですけど、通常級が当たり前になっている先生は、やっぱ別になん
てことはなく、普通に40人やからこっちの方が大変やし、連絡ミス。そ
れは仕方ないやろみたいな感じで、どっちかというとそつちからアプロー
チしてきてよ、突然時間割り変更もうちだつてなるよ子ども多いねんから
みたいな。
だからさっきの疎外感ではないけど、特別支援学級の先生が下に見られて
るというか、楽やと思われてるというか、なんか最初そんな風に感じてし
まった自分がいましたね。ごめんなさいね。話の途中で入つてしまって。
凄い共感してしまつて。
C先生 でも、そこら辺から共通理解やりにくいんかなって思つたりします。
司会 ありがとうございます。困つた事、そうですね良かつた事はわかつてくれ
て、自分たちの仕事とか、状況とかが理解されてると、まぁ、良かつたな
つてことにも繋がるし、その逆で、理解して貰えてない時、共通理解がで
きてない時に困つた事に繋がるのかなっていう感じが今の話を聞いてて思
ったんですけど。                    ,
A先生 それがやつぱり子どもに反映してしまうのが一番辛かつたですね。
司会 やっぱね。よく理解してくれると子どもが伸びたってれ
教職員の連携のしかた、自分の連携の仕方が子どもに影響与えてるんだな
って感じですかね。はい。ありがとうございます。
じゃ―次に行きたいと思います。次は「保護者との連携で良かつたこと、
困つたこと」上手くいつたなっていう事でもいいですし、これは失敗だつ
たなつてこともあるかもしれないんですが、ちょつと思い出したことがあ
つたら教えて下さい。
B先生 自分はね。保護者にスゴク恵まれてたんですよ。自分の子がどうのこうの
じゃなくて、自分の子どもが小学校に行くことでね、地域のね、みんなが
うちの子の事を考えてくれるんちゃうかなって。そういう発想が凄い力に
もなったし、だから、まぁ後々でも出てくるけど、自分は通常学級ずつと
やちてるたんでね、今もやつてるけど、やっぱ、特別支援、障害を持って
る子を通して何か皆にねケアーできるつて言うのを保護者に教えてもらっ
て、実際にお家の人が学校に来て、その年齢に合うような状態でうちの子
はこうやって育ってきたんだよって感じで、わからないことがあったら、
また、おばちゃんに聞いてねっていう会が設けられたりね。学校の中で力礼
そういう風な言うたら、親と学校がプツつて切れるんじゃなくて、親が中
に入つてきてくれてね、まぁ、言うたら啓発。子どもにわかりやすいよう
な形で、凄く勉強になってるんで、今もそういうのがベースになつてるな
と。ありがたいと思います。
一方で困つた事は、そういう方だったんで、しんどいことあったら何でも
言つてくださいよとか、こっちは言うんやけど、それが十分組みとれたの
かなとは思いますね。だからそういうのつてこつちが困難持ってませんと
か、こんなことないですかってもつと働きかけるべきやつたなつてのは思
いますな。
司会 ありがとうございます。そういう風にお家の人が学校に入つてきて、うち
の子はねっていう。そういう機会つて結構あるんですか?稀なケースです
かね。
B先生 稀やと思います。
司会 そんなんは無かったですか。まぁ、また色々出しながらですが、他に何か
ありません力、保護者との連携で。
D先生 さつきから言つてる自閉症の親なんですけど、とにかく要求がとても凄く
て、毎日送り迎えをしてる関係で、毎日学校に来るんですね。
まぁ、ずっと、私その子2年目から持つたんですけども、例えば1年目の
時は学校がこうだから学校には行かせないとか、色々管理職の方にこうし
て、ああしてとか言う親で、その子を持つっていう事でドキドキしてたん
ですね。とにかく親と話をしようと思つて、できるだけ色んな話をずつと
して、段々信頼関係もできて、保護者の方も賢い方だったので、これは支
援学級にいう事ではなくて、学校にいう事など割と整理わけしてくれはつ
て、学校とか校長先生に要求したりとかして。
職員の中であの親は凄いクレー マーやから、何でもかんでもきいてたらア
カンみたいな空気感がスゴクあって、それを全部聞いてしまってるかのよ
うに支援学級の先生は。だからあんな風に管理職にも文句言つてくるしつ
ていうその保護者に対する支援学級としての接し方が割と職員には理解し
て貰えてない。つていう所がちよつと辛かつたかな。
何でもかんでも言う事聞いてるわけじゃなくて、これはこういう風にして
いきますとか、これは無理ですとか言つてるんですよとか言つても、あの
親は無理を言ってくるみたいな感じで一年目は凄かったから、そういう感
じが拭いきれなくて、それをさせてるのは支援学級が甘いからやみたいな
感じが辛かつたですね。保護者の方もそれは凄く感じ取られてて、その辺
の学校としての連携とかの部分が中 難々しかつたですね。
司会 ありがとうございます。他にいかがでしょう力Ъ
A先生 私、5番のストレスともちょつと関連してくるんですが、通常級と違って
毎日来られるので、全部見られているというか、何もなくて当たり前、何
かおこると先生のせい。なんかそれを私に言つてくれてなかったとか、そ
れは先生のやり方が悪かつたからやとか、
やつぱ関係作りにこつちは素人だつたので、まず最初から不信感で入つて
るので信頼を得るのに1年では足りないぐらいの。でも本当に見られて、
何かこつちも凄い緊張して失敗したりとか、これであつてるんかなとか迷
いながらやるので、私は良いイメージよリストレス。凄いストレスになっ
て保護者の目が、で、私が持ってた時は8人だつたんだけど、その毎日連
れてくるお母さんグループと、登下校は子どもだけでさせる自立グループ
のお母さんの派閥に分かれていたので、お母さん同士の、あのお母さん学
校のこと全然やつてないよねとか、悪口を私たちに言つてくるので、それ
も心痛いし、お母さんとの連携も私にはストレスという力ヽ
頻繁すぎて毎日だつたから慣れるかなと思つたんですけど、なかなか贋れ
なくて、信頼を得るのにだいぶ。子どもが成長したらようやく認められる
というか、できないことが出来るようになったわ先生ありがとう。つてい
うのに凄い時間がかかつて、なんか楽しくお喋りしてたら、良いつてもん
じゃんなくて、子ども成長を見られないと、通常級よりも保護者の目がシ
ビアだったなって感じました。       ,
ストレスだったぁ―ここモザイク入れてください力礼
司会 ありがとうございます。なんかこう保護者の方の要求があつて動いていく
こと泌ヽあったり、ちょつと中々大変なクレームじゃないかみたいなところ
まであつたりと思われるようなところがあつたりと。でも一方で、保護者
がちょつと前に出て、うちの子はこうだからねと説明してくれることでス
ムーズにね、その子の支援ができたって言うのもあつたり、やつぱり毎日
のように保護者が来て、なんていうんでしょ。繋がりすぎる?顔が見えす
ぎて辛いとかもあるですかね。はい。何か
E先生 僕はあの―初めてだったので、凄いアピー ルと言うか、頑張りますからっ
ていうのをアピー ルしすぎた感じがして、疲れてしまつて、おつしゃつた
ように距離が近すぎて、こつちがアピー ルして、向こうもなんかね、依存
してくるというか、何でも願い事を聞いてくれる感じで、関係作りが難し
かったですね。
A先生 その時って他の先生方からは理解は得られました?
E先生 つえ !それは保護者との関係ですか?
A先生 先ほどの話じゃないですが、言 う事聞きすぎじやん的な。
E先生 ああ―そうですね。あったかもしれませんね。直接は聞かなかつたですけ
ど、職員室ではばやいてたり、思つてる人はいたんじゃないですかね。
司会 連携するつてそう言われると難しいですね。
E先生 僕、っあ !もう1つ思い出した。 学校でやっていたことを継続的に指導
してた時に、結構良い調子で行つてる時に、その二番大変な子の保護者の
方が、まぁ、一応前からぶつかつてはいたんですが、なんか自分が通わせ
ている療育の臨床心理士さんからこう言われたから、こういう風に変えて
くださいとか、まぁ、ダメ出しみたいなのが入ると。やつぱ親としては、
医療の方の言う事を聞くので、なんかこう凄い困つた事がありましたね。
A先生 でも、毎日会えるから家での様子を聞けるのは、家でのその子の暮らしが
聞けるのは、学校でスゴク出るというか、衣服1つにしても肌触りが嫌と
か、食べ物の食感1つでわ―ってのが家であつたり、とかそうだつたんで
すとか、昨日花火に連れて行っていっぱい人がおつて寝られなかったんで
すとか、話を朝に聞くと、それを指導には活かせるので、その点は凄くあ
りがたくて、家庭での様子が、学校も見られてるけど、家庭での様子も見
えるのでありがたかつたですね。
C先生 私、関わつたお母さま方がたまたま恵まれてたかなと思うんですけど、そ
れでに最初始めて担任持つた時に、先生自閉症の事について勉強してくだ
さいねって言われて、私も若かつたからハイ勉強させてもらいますつて言
ってたんですけど、50なつて言われたらどんな気持ちかなって思つてっ
ていう気持ちもあつたりと力Ъ
それから1つ失敗したのは、参観日の時にお父さんが見に来てくれてはつ
て、道徳のジェンダァかなんかの授業だつたんですけど、先生が堂々と喋
ってはつて、現学級で一緒に授業を受けてたんだけど、わかんないですよ
ね。でも、私としては良かれと思って、男の子と女の子のお人形を作つて
見せてもわからなかったと思うんやけど、伝えようとしてたんですけど、
それはやつぱり他の保護者が見てる前という事で、この子だけ目立っちゃ
いますよね。それでお父さんえらい怒りはつて、そういうことは配慮しな
いといけないなと思いました。
A先生 お父さんの方の顔つてあまり見えにくくないです?これなんか特徴かなっ
て思いました。お母さんが前面に出てくるというか
B先生 うちが良い保護者つて言つたのは、父親も見えてました。共同でね。共同
でやつてはつたから。
E先生 夫婦協力的な所つてなんかいい関係だつと思いますね。
司会 はい。ありがとうございます。ではですね、5番の「特別支援学級担任だ
った時に感じていたストレスについて」ということで、 1番から話してき
た内容がまた出てきたりとか、すると思うんですけど、先はどA先生も混
ざってますがって言つてましたが、こういうことがストレスだったなと今
から思えばというところですけど。
E先生 学級を持ったことのストレス?
司会 特別支援学級担任と言う立場で感じたストレスですね。
E先生 はい。その大変な子を持つてたんですけど、パニックで人に向かつてくる
子だつたんですけど、あの―先生方も結構犠牲にあつてて、まぁ、大きい
学年の大きい体格の子だつたので、痛いんですよそういうことされると、
でも先生たちも近寄らなくなって、あのそうですね沢山ストレスはありま
したけど。
まず年体をとれない。頼んでも来てくれないから、年休がとれないんです
よ。が1つですね。
で、もう1つはね、さっき言つてた疎外感をスゴク感じて、もう何でも一
人でやつちやえみたいな感じになつてチームを組もうという気になれなか
つた。それにリンクして、学校主催の飲み会に顔出さなくなったとか、送
別会すら行かなかつたりとか、そういうのがありましたね。
2年目ちょつと自分もずうずうしくなつて、年休取つて困らせてやろうみ
たいな。どんだけ大変な思いしてやってるんだと。これ載せないでね(笑)
そういうのありましたね。ずる休みしたこともあるし。
後ね、毎日大変な子が夢に出てきました。これは大袈裟じゃなくてホント
毎日。ここに来ても夏ぐらいまではずっと出てきてましたね。消えるのに
凄い時間かかりました。そういうストレスと、そういう立場でのストレス
とありましたね。
司会 だいぶこう、うんうんと頷かれてますね。同じような自分も重ねてみたい
な事でもいいんですけど、どうでしょうか。
A先生 結構いつぱいあって、1年しかもつてないのに、やっぱリー 番、保護者も
ストレスなんだけども、子どもの成長が見えにくいのが一番ストレスやっ
て、なんやろうな、なんか望んでしまうんですよね。出来るようになって
ほしいって願ってしまって、それも通常級で持ってた感覚で思ってしまう
から、尚更それができない自分にも腹がたつてしまうし、どう支援したら
いいのかもわからんし、でも相談できる先生もいないし、孤立感で、飲み
会行きたくないつてのも凄いわかるんですけど、なんか孤立感もあつたし、
やつぱりその子にとつて、どうなったら正解なのかわからんから、尚更自
分にも腹が立つし、もう色々ストレス。なんでできひんのって思ってたか
ら最初の方は。
やつぱり支援学級の先生たちと、こんな会を持って、大変な子を持つてた
つていう話をきいて、1年でこんだけできる事があったら良しとしい位の
事を聞いて、ああぁ、そういうもんなんだって思つたりして、同じ立場の
先生に助けてもらつたような感じかな。
子どもの事もストレスだし保護者の事もストレスだし、職場の中でどうし
ても孤立感を感じてしまう自分のせいなのか、他の先生方のせいなのか、
特別支援教育ってなんやねんみたいな。
8人を2人の教諭で見るつてことは、 1.人で4人見ればいいんやろみたい
な。ちゃんねんけどなみたいな。でもそれも説明できないし、だからどう
やつたらその子の事をみんなで考えられるのかなつていう。学校がね、な
んかそれでコーディネーターってキーマンやなつて思つて、ちょつとコー
ディネーターの勉強したいなって思つたんですが。なんか特別支援学級だ
けで終わつたらいかんなって、考えがちょっとあつて、で、現任校は特別
支援学級の先生と通常級の先生と一人ずつ2人コーディネーターを付ける
支援体制をとつてもらって、私はここに来たんですけど、なんかやっぱり、
みんなで子どもを見てるといいながら、あんまりそうではないのかなと思
つたりするのもストレスかな。
司会 ありがとうございます。
D先生 色々行つて下さつたんですけど、大人との関係がストレスで、大所帯だつ
たので、重度の子も割といつぱいいたので、介助員さんが多かったんです
ね、4人とか5人とか、そしたら、介助員さんとの関係が中々難しい人も
いて、本当は一人の児童に同じ介助員さんがずっと付けれたら理想なんで
すが、それができないので、一人の子に色んな介助員さんがつくんですが、
そしたら介助員さんによつて関わりが違ったり、介助員さん同士であれは
どうよつて言うのがあつたり、中には、担任を超えちゃって保護者と勝手
に喋つたり、通常学級の先生と勝手に話が進んでたりとか、それはちょつ
とねっていうのが中々ね、大人なので、その人も良かれと思つてやつてく
れているのでね。そこの大人同士の難しかつたですね。
司会 力持つてる介助員さんっていますよね。
D先生 私、空き時間だからつてどつかに行って休んで全然にいなかつたり、とか、
休憩時間は守ってくださいみたいな感じだったりする人もいたりして、と
にかく、私はこんなことはできませんとか、そういう人がいたり、なんか
はい。様々ですね。とってもプラスアルファーで気持ちよくやってくれる
人もいれば、そんな感じですね。
司会 ありがとうございます。どうでしょうか?じゃ―そろそろB先生で
B先生 ねぇ―。あまリストレ不感じんかったから。
ていうかね恵まれてたんですよきっと`自分もね出す。とに
かく出す。こ
んなんあつたんってなったら、どうしたんって声かけてくれる。そしたら、
実はねって話す。そしたら、どうしたんって聞いた人もね、私もねってく
る。そのやり取りがストレスを、なんかあんた計画的やなつて言われるく
らい。だから私のストレスまで話させてくれたとか、まぁ、それぐらいの
関係ができてたからね。
だからホント特別支援学級もそうやけど、それぞれの思いを出し合える関
係性ていうか、できるできへんって大きいなってホント感じますね。
自分がおしえたろとか、今後年取つたらね、せんように、こんな経験値で
も全くだはって感じの。若い子には頼りないつて思われるかもしれないけ
ど、そんなんも話つつね、なんかちょっとお互いの2人だけの問題じゃな
いなつて思つたら、広げてみようかとか、管理職に言うてみようかとか、
保護者にもちょつと協力してもらおうとか、そういう言い合える関係がず
つとずつとできると思つてはいないから、やっぱりその辺、肌の感覚とか、
確かめるには、できんまま1年終わつて、特別支援学級担任の時はできて
いたから、でも今はできていないです。ストレスだらけ
司会 ありがとうございます。C先生どうですか?
C先生 良い話だなって、B先生の言う通りだなって、私の学校はさつきもいつた
ように、まぁ、なかよしは子ども何人かやねんから楽やろみたいな雰囲気
の中の学校で、まぁ、私が持っていた子はパニックが凄くて、2年生3年
生の時はそんなだったんですけど、4年生になってから、急にパニックが
ひどくなってきて、原因がわかんなくて、でも=回パニックになったら、
バンバンバンバンらて頭叩くから(脳震盪とか起こしたらあかんから止め
ますよね。凄い力で叩くのが一時間ぐらい続くから、それがブルブルつて
震えてきて、もう私が消耗してきてしまった感じで、つい、しんどいんっ
て職員室で言つちゃたら、誰かてしんどいねんつて言われてしまって、そ
れ以上何も言えなくなつちゃつて、担任の先生方もみんな大変で、しんど
いよなつてのはわかつてるんですけど、言えなくなつてしまつたなぁ―つ
て事と、後、E先生も言われていたんですが、休めない。とにかく目が離
せないので、 トイレも行かれへんし、プールも毎曰くるから、私も毎日行
くし、絶対休めないし、空き時間はないし、っていう体制で、きてたなっ
て振り返つたら思います。それがストレスでした。
司会 ありがとうございます。他に何か、ああ、こんなこと思い出したなとか、
あれば何かあります力■まぁ、辛かったなってのも思い出しつつですけど、
はい。大体こんな感じで出てますか?
まぁ、しんどかったなつてのばかり思い出すのも辛いので、一応、5時半
まで予定してて、後10分、15分くらいあるんですけど、そうは言つて
もあの頃こんなんだったなぁって思い出に残つてる事とか、更に重ねてや
っぱしんどかったねんって何でもいいんですけど、こんな良いこともあう
たなとか、あの頃こうだつたなつて思い出話をお話ししてくれたら聞きた
いなと思います。どうです力Ъ
B先生 自分思つてんのは、形態の話、形、学校の運営上の形で。
最近やつぱ時数が増えてきて、放課後に話するとか、すごく削られてきた
なと当初働いてきた頃と比べて、そしたら委員会とか立ち上げても、研究
か生活指導が主になってね。
昔は障害児教育の委員会がちゃんとあって、そこでちゃんと骨組みとして
あつて、各学年から代表者を募って話をして、それぞれの学年の状態とか
ね、個別の状態とか出し合えたりしてたけど、やつぱそういうのを柱に添
えて、誰もがそれを見据える学校運営上のね柱だてしとつたら、みんなも
言えへんかなって思って、あの職員会議の最後に必ずそういう話を入れる
とかね、ある学校ではね。
まぁてそれだけに頼っちやうとアレやけども、なんか本当にいつの間にか
特別支援の先生が、学級の先生が一人ばつちになったりとか力礼
まぁ、それは専科の先生もそうかもしれないけど、だから一人職の先生は
ね、しんどくなるつてのはうやつぱおかしいから、そ
の中で、日立つというとアレやけど、しつかり柱建て
かなつて思いますけど力、
ういうのが何か学校
してできたら、良い
司会 体制として
B先生 体制としてね。それで良しとしてもアカンけど、まずは形から入つたらど
うかなって、ふと思います。
司会 ご提案。ありがとうございます。他、何でもいいです。今日の感想とかで
もいいですが、どうでしょう力、
D先生 私は、自分が特別支援学級の担任ができてスゴク良かつたなて今でもすご
く思つてて、持ったことで原点に返ったというか、すごくいろんなことが
学べて、保護者からも学んだし、ちょつと外から担任も見ることができた
し、今まで自分がいかにヒドイ、支援学級に対する事も含めて、なんかそ
ういう所も見えたし、学びについても本当に考えられたので、3年間で自
分が何ができたかスキルの面では成長してないと思うんですけど、色んな
ことが考えられたことがとても良かつたので、今の若い子にも一度は持つ
てほしいって進めてるんです。
さっきの体制なんですけど、うちの学校には特別支援教育の柱がちゃんと
あるんですけど、まぁ、機能してるかと言えばそうでないところも多々あ
るので、そういう事も含めてせつかく大学で学んだので返せたらなと思っ
ています。
B先生 3年担任やつて通常学級に戻つたけど、その時に結構しんどかったですね。
ずつと一対一やつたのが、大所帯になるので、自分がしてく上で結構しん
どかつたなつて思つたのが1つあつたんやけど、あの時の3年間が活かさ
れてなかったってのがあるから、まぁまぁ先々オ礼
だから今回4月が不安ですわ。2年間大学院に来てたから力乳
あの給食の時間とかね、あんなにゆつくりしたお昼時間はもう無くなるん
だろうなつて(そして現場帰ると大学院に行つてたんやから何でも知つて
る扱い。それをどのように、ちょい出ししながら、イヤイヤいやいや一緒
ですよつて言えるように。
まぁ、ちょつと学んだ分ね何か返せたらなと。みんなその時代その時代で
一生懸命悩んでるんだろうなって感じるんで、A先生もね私もこういう言
い方してたんやろうなって、ホンマそういう視点が大事かなって。
なんでわかってくれへんのやろうじゃなくて、自分がそん時わかってたや
ろうかとかね、そういうのが特別支援学級担任をすることでね、違う角度
から見るそういうのを養つてもらえたな。
E先生 私も、支援学級を持った事は良かったですね。自分の経験としてね。
子どもに返せたかはどうかは別として、これから先、畑がどつちになるの
か、通常になるのか、支援学級なのかわからないですけど、なんかちょっ
と支援学級を持つ前は、ちょつと美しい世界を想像してたんですけど、決
してそれだけではなくて、凄く大変な部分もあつて、そこをこうなんてい
うのかな通常学級を持ってた頃には無かつた大変さが、支援学級を持った
事で分かつて、それをわかったうえでここの大学に来れたので、もしその
経験がなくてこっちに来てたら、頭でつかちにしかなつてなからたと思う
んですけど、2年間でしたけど、そういう経験があつたからここで学ぶ時
も結構それが土台になって、ここの2年間は凄い充実してたので、自分に
とっては良い経験ができました。
ホントおススメですよね。若い先生とかには持つていただきたいし、書け
ない子をそう教えていくかとかね、みんな書けるのが当たり前の環境です
から力礼
B先生 こんな伸びでめっちゃ大喜びしますよ力礼
司会 ありがとうございます。C先生どうですか?
C先生 なんか、そうですね。当時の事を思い出したら、あぁまだ私は消化できて
ないんやなつてのがわかつて、卒業までに消化して、新しい気持ちで先生
方と仲良く、伝えたいことは上手に諦めずに伝えて、いけるようになりた
いし、助けて欲しいときには助けて欲しいつて言えるようになりたいし、
先生方とつながりを作りながら、一緒にやつて行けたらと言う気持ちがあ
ります。
司会 ありがとうございます。最後A先生
A先生 もう20年以上通常級をやつてて、どっか天狗になってたと思うんですよ
ね、支援学級の時は、いっぱいストレスもあつたし、上手くいかない事も
あつたし、だけどなんていうか一番先生としても、人としても変わること
ができたというか、さつき先生もおつしゃつてたんですがく子どもの些細
な事が一文字かけただけなのに、嬉しさを保護者と共有できることだつた
りとか、行事に立ってるだけなんだけど、5分立てたんだとか、些細な事
が嬉しかつたり、自分自身振り返ったら、私つて謙虚さが亡くなっていた
のかなって自己反省。
先生としても人としても、自分つてどうやつたんやろうちてしたので、も
っと支援学級がメジャーになればいいのになつて思いますね。
なんか、特別じゃない特別支援学級って、最近本でちらつと見て、ああ、
確かになつて思つたんですけど、今、若い方たちは特別支援について学ん
で教職に入りますよ力礼 でも、私の時は、そういう時代じゃなかつたので、
私より上の先輩方に、そうこう何か伝える時が一番難しいというか、上手
いこと伝えなくちゃつて思いながら、でも偉そうに言つたらダメ出し、や
んちゃそうに言つてもダメだし、人としても先生としても考えることが多
かったので、ぜひメジャー になつてほしいと思います。
すいません上手く言えないけど。
司会 ありがとうございました。最後はA先生の願い。みんなで共有できたりし
て、良かつたなって思います。
はい。インタビューとしては丁度良い時間になったので終わりたいと思い
ます。貴重な、とつても貴重な先生の思いとか、考えとかを聞かせて頂い
て、私も勉強になりましたし、島袋君がこれをきつと研究に存分に活かし
てくれると思いますので、楽しみにしておきましょう。
ではこれで、インタビューの方は終わらさせて頂きたいと思います。どう
も長時間ありがとうございました。
平成26年8月20日
各市立小学校
各町立小学校
各村立小学校
各位
兵庫教育大学大学院
特別支援教育専攻 障害科学コース
島袋 大地
特別支援学級担任の困り感に関する調査ご協力のお願い
拝啓
残暑の候、貴校におかれましてはますますご清祥のことと慶賀の至りに存じます。
さて、このたび修士論文の研究の一環として、特別支援学級担任の困り感について調査を
行うことになりました。
つきましては、特別支援学級担任の先生方に同封の質問紙へのご回答を頂きたく存じま丸
ご多瞳中大変恐縮ではございますが、なにとぞご協力のほど、お願い申し上げます。
敬具
調査者連絡先
〒673-1494 兵庫県加東市下久米942-1
兵庫教育大学大学院 特別支援教育専攻 障害科学コース
石倉研究室内 島袋 大地
E‐mail:m13098eChyogo‐u.acjp
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特別支援学級担任の困り感に関する調査
この調査では、特別支援学級担任が抱える課題や困り感を把握し、今後、
要な対応策を検討することを目的としています。ご多用中とは存じますが、
協力頂きますようお願い申し上げます。
なお、この調査に関するご質問については、以下までお問い合わせ ください
調査者 :兵庫教育大学大学院 特別支援教育専攻
障害科学コース 島袋 大地
E‐mail:m13098e@hyogo¨u.acJp
?
?
ご回答にあたつて
○この調査では、特別支援学級担任それぞれに、質問紙と封筒をお配りしてい
ます。質問紙にご記入後、返信用封筒に入れ、9月12日(金)までにご投函
ください。また、特別支援学級が複数ある場合は、各自封筒に入れた後、返
信用封筒にまとめてご投函ください。
○ご回答いただいた内容については、研究目的以外に使用することはありませ
ん。また、ご回答いただいた質問紙は、研究終了後、確実に処分いたします。
○調査結果は数値化した後、統計的に処理します。ご回答いただいた個人や学
校が特定されることはありません。
ご協力のほど、よろしくお願いいたします。
指導教員 :石倉 健二 准教授
I 以下の項目にご自身のことをご記入ください。
1 本務教員ですか臨時的任用教員です力、 (材 狽
2 特別支援学級担任をして今年度で通算何年目です力■        (
3 特別支援学校教諭免許状を保有しています力ヽ        ( はい
4 あなたが担任する特別支援学級に在籍する児童は何人です力、
5 担任している特別支援学級の障害種別は何です力、 (複数回答可)
臨時的任用教員 )
年目 )
いいえ  )
人 )
( 知的障害  肢体不自由  病弱―身体虚弱  弱視  難聴  言語障害  情緒障害  )
6 今年度、特別支援教育に関する本や資料を何冊位調べましたか、又は読みました力ヽ (   冊)
7特別支援教育に関する学校内での研修は今年度中で何回位予定されています力ヽ (  回)
Ⅱ 今年度、特別支援学級担任をしていて困つていることについてお尋ねします。以下の8つの項目
について該当する選択肢の番号に○をつけて下さい。
?
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?
?
?
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?
?
?
?
?
?
?
っ
?
?
?
?
?
?
?
?
?
っ
?
?
?
?
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?
?
?
?
っ
?
?
?
?
スキルアップに関する事で、どの程度困つています力、 1 2 3 4
2 校内体制に関する事で、どの程度困つています力、 1 2 3 4
3 児童への指導に関する事で、どの程度困つています力、 1 2 3 4
4 児童の実態把握に関する事で、どの程度困つています力、 1 2 3 4
5 保護者との連携に関する事で、どの程度困つていま力 、 1 2 3 4
6 支援員との関係に関する事で、どの程度困つています力、 1 2 3 4
7 教員同士の連携や人間関係で、どの程度困つていまつ 、 1 2 3 4
8 担任としての負担に関する事で、どの程度困つています力、 1 2 3 4
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Ⅲ 以下の38項目について、「はい」又は「いいえ」で当てはまるものに○をつけて下さい。
01特別支援教育についての校内体制は整っています力Ъ は い いいえ
02特別支援学級に在籍している児童について、教員間で共通理解はできています力、 はい いいえ
03交流学級で学ぶ時間にも関わらず、児童が特別支援学級に戻つてくることはあります力ゝ は い いいえ
04学校行事等で、支援が必要な児童に適切な配慮ができています力Ъ はい いいえ
05学校行事等で、支援が必要な児童に対して校内での連携はできています力Ъ は い いいえ
06校内や交流学級で急な予定変更があった場合、特別支援学級にも連絡はあります力、 はい いいえ
07特別支援学級担任を受け持った際に、引継ぎはスムーズに行われました力Ъ は い いいジこ
08困つた時や悩んだ時に、相談できる人はいます力ヽ はい いいえ
09交流学級の担任と、連携は取れています力Ъ はい いいえ
10教員同士で、教材作りについて連携は取れています力、 はい いいえ
教員同士で、年間計画の打ち合わせはできています力、 はい いいえ
12教員同士で、指導技術の教え合いなどをしています力Ъ はい いいジこ
13担任している児童から叩かれたり、叩かれそうになることはあります力ヽ はい いいえ
14重複障害児や重症心身障害児の、指導方法に関する知識はあります力Ъ はい いいえ
15児童の能力に応じた教材を活用しています力、 はい いいえ
16教科指導について一定程度の知識はあります力Ъ はい いいジこ
17担任している児童の成長は見えやすいです力Ъ はい いいえ
18担任している学級の中で児童の個人差は大きいです力、 はい いいジこ
19児童がパニックになった時の理由や背景が予測できます力Ъ はい いいえ
20保護者からたくさんの要求があります力、 は い いいジこ
21保護者と会う機会がたくさんあります力Ъ は い いいえ
22保護者が学級担任に強く依存してくることはあります力、 は い いいジこ
ウラ面に続く
23保護者が、外部機関の指導を押し付けてくることがあります力Ъ はい いいジこ
24保護者が、研修会などの案内を持つてくることがあります力ゝ はい いいえ
25児童について、保護者と情報交換をする時間はあります力、 はい いいジこ
26保護者からの情報を学校内の指導に活かせています力Ъ は い いいえ
27児童に対する支援員の支援や指導は十分です力、 はい い し｀ ジこ
28支援員が、相談無しに物事を進めていることはあります力、 はい いいえ
29支援員から、職務に関する要求はたくさんあります力、 はい いいジこ
30児童が通つている病院や療育施設と関わる事があります力Ъ はい いいえ
31他の特別支援学級や特別支援学校の教員と交流する機会があります力、 は い いいノこ
32他の教員から、特別支援学級は楽だと思われていると感じます力Ъ はい いいえ
33特別支援学級を担当する人は、能力が低いと思われていると感じます力、 は い いいジこ
34学校の中で孤立感があります力Ъ はい いいジそL
35必要な時に年体は取れます力Ъ はい いいメこ
36勤務時間中の休み時間は確保されています力Ъ はい いいえ
37自分の後輩に、特別支援学級の担任を勧めたいと思います力、 はい いいジこ
38特別支援学級担任をしていて良かつたと思います力、 はい いいえ
もう一度、記入漏れが無いかご確認ください。
ご協力ありがとうございました。
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